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年 月2 0 2 4 2  

九州電力株式会社 

玄海原子力防災訓練計画事前説明に係る面談（ 週間前） 時の確認事項5  

全般 

訓練計画【 資料】○  

・ 中期計画上の今年度訓練の位置付け ・ ・ ・ ・ ・           ① （ 中期計画でも説明）  

・ 今年度の訓練目的、 達成目標 ・ ・ ・ ・ ・              ①
・ 主な検証項目 ・ ・ ・ ・ ・                     ①
・ 実施･評価体制 ・ ・ ・ ・ ・                     ①
・ 訓練の項目･内容（ 防災業務計画の記載と の整合） 及び評価基準 ・ ・ ・ ①
・ 訓練シナリ オ  

－プラ ント 運転状態、 事象想定、 スキッ プの有無等 ・ ・ ・ ・ ・    ①
－現状のプラ ント 状態を踏まえた訓練の実施方針 ・ ・ ・ ・ ・ －      

・ その他 

－ ／ の使用 ・ ・ ・ ・ ・ERSS SPDS                   ①
－ 様式 ・ ・ ・ ・ ・COP                        ③
－即応センタ ー、 緊対所レイ アウト 図 ・ ・ ・ ・ ・          ④
－ 対応ブース配席図、 役割分担 ・ ・ ・ ・ ・ERC            ⑤
－ 書架内の資料整備状況（ 資料一覧） ・ ・ ・ ・ ・ERC         ⑥

評価指標のう ち、 主に 、 に関する内容【 資料】○ [ P] [ D]  

⇒ 詳細は以下参照 

事業者と の訓練コ ント ローラ 間の調整 ・ ・ ・ ・ ・○ ERC          ㉒

⇒ 詳細は以下参照 

注意：  

・ 【 資料】 と なっ ているものは面談資料と して提示頂く もの 

（ 訓練シナリ オ（ 非提示型の場合） 、 個人名、 連絡先など、 必要な箇所のマスキン グ処理を確認する。 ）

・ 共通状況図のこ と ｡事故･プラ ント の状況､進展予測と 事故収束対応戦略､戦略の進捗状況についてCOP:

認識の共有のために作成さ れる図表であっ て､各社で様式や名称は異なる。  

全般説明資料 

① 年度 玄海原子力発電所 原子力防災訓練（ 総合訓練） について2023    

② 年度 玄海原子力防災訓練 訓練想定スケジュ ール2023    

③ 情報共有シート 様式 

・ 概略系統図  

・ 設備状況シート  

・ 戦略シート  

・ 連絡メ モ  

・ 状況 SFP  

・ 整理表 EAL  

○ 数字は資料番号に対応
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④ 本店原子力施設事態即応センタ ーレイ アウト 図、 代替緊急時対策所レイ アウト 図 

⑤ 対応ブース配席図、 役割分担ERC  

⑥ 配備資料一覧ERC

指標１ ： 情報共有のための情報フ ロー  

発電所、 本店（ 即応センタ ー） 、 の３ 拠点間の情報フ ロ ーを確認する ・ ・ ・ ・ ・○ ERC    ⑦
・ 情報フ ロ ーと は、 次の５ つの情報 

①－ に関する情報EAL  

② ③ ④－指標２ に示す情報（ 事故・ プラ ント の状況、 進展予測と 事故収束対応戦略、 戦略の進捗状

況）  

⑤－ プラ ント 班から の質問への回答について、 いつ、 どこ で、 だれが、 なにを、 どんな目的ERC 

で、 どのよう に、 の観点から みた、 情報伝達の一連の流れをいう 。  

情報フ ローにおいて、 前回訓練における課題及び当該課題を踏まえた改善点を確認する・ ・ ・○ ⑧
① 前回訓練で情報フ ロ ーに問題がある場合 

・ 前回訓練での情報共有における問題が発生し た事業者は、 問題に対する課題の抽出、 原因分析及

び対策を確認する。  

・ その上で、 情報フ ロ ーが対策を反映したものと なっ ているか確認する。  

② 前回訓練で情報フ ロ ーに問題がない場合 

・ 情報フ ローに対し、 更なる改善点が無いか検証した結果を確認する。  

指標１ 説明資料 

⑦ 情報共有フ ロ ー 

⑧ 情報共有フ ロ ー（ 年度玄海原子力防災訓練時に抽出さ れた課題）2022  

指標２ ： プラ ント 班と の情報共有ERC  

事象の進展や事故収束戦略・ 予測進展の変更と いっ た状況変化時や、 適時に施設全体を俯瞰し た現況○  

について、 テレビ 会議システム等での発話等により 説明ができたかを評価の観点と する。  

また、 訓練実施後に行う Ｅ ＲＣプラ ント 班要員へのアンケート 結果も踏まえ評価に反映する。  

積極的に情報提供が行われたかと いう 観点のみなら ず、 Ｅ ＲＣの各担当のニーズや要請に応じて適切

なタ イミ ングで行われていたかと いう 観点で評価するこ と 。 ・ ・ ・ ・ ・ －       

要員の育成・ 配置について、 以下を評価する。 ・ ・ ・ ・ ・○             ⑨
① 緊急事対応要員の適切な育成・ 配置計画が明文化さ れているこ と 。  

② 育成・ 配置計画は実発災を想定した適切なものであり 、 訓練時にこ の計画に基づき要員配置さ れて 

いるこ と 。  

なお、 育成計画の一環と して訓練時に緊急参集が出来ない者の参加を否定するものではないが、 参

加要員の３ 割を上回ら ないこ と 。 こ の場合、 「 限定的な想定」 に該当。  

③ 全ての参加者が実要員の場合、 「 実発災を想定し た配置」 に該当する。  

2



3 

指標２ 説明資料 

〇 プラ ント 班への説明についてERC  

・ 事象の進展や事故収束戦略・ 予測進展の変更と いっ た状況変化について、 や 、COP ERSS

備付資料等を用いてプラ ント 全体を俯瞰し た説明を実施する。ERC  

・ 発話者はプラ ント パラ メ ータ 変化等の情報は や発電所対策本部における発話（ERSS TV

会議システム） または時系列システムにより 情報収集し 、 手書きメ モを用いてプラ ン

ト 状況の速報情報を提供する。  

要員の育成・ 配置について○  

⑨ 対応ブース要員及び リ エゾン要員の育成についてERC ERC

指標３ ： 情報共有のためのツール等の活用 

プラ ント 情報表示システムの使用3-1  

使用するプラ ント 情報表示システムを確認する（ 実発災時と システムの差異も確認する） ・ ・ －○  

リ エゾンの活動3-2  

事業者が定めるリ エゾンの役割を確認する ・ ・ ・ ・ ・○                   ⑩
の活用3-3 COP  

の作成・ 更新のタ イ ミ ング、 頻度を確認する ・ ・ ・ ・ ・ －○ COP                 

備付け資料の活用3-4 ERC  

備付資料の更新状況を確認する ・ ・ ・ ・ ・○ ERC                      ⑪

指標 説明3-1  

年度玄海原子力防災訓練では、プラ ント 情報表示システムと し て、 訓練用模擬○ 2023 ERSS

パラ メ ータ を使用し 、 即応センタ ーと で同一画面での情報共有を実施する。ERC  

なお、 実発災時においては、 本店即応センタ ーから と を併用し た情報共有とERSS SPDS

なる。  

指標 説明資料3-2  

⑩ リ エゾン活動内容について

指標 説明3-3  

情報共有シート は、 プラ ント 状態が変化する都度（ 判断のタ イ ミ ングなど ） の作成○ EAL

及び更新を基本と する。  

・ 概略系統図： プラ ント 状態が変化する都度( )  

・ 設備状況シート ：（ プラ ント 状態が変化する都度）  

・ 戦略シート ：（ プラ ント 状態が変化する都度）  

・ 連絡メ モ：（ 発電所から の情報入手時（ 事象発生・ 進捗報告など ））  

・ 状況：（ 等による冷却機能停止や の漏えい確認後作成） SFP SBO SFP  

・ 整理表： 発信時（ 通報文に添付） EAL EAL  

指標 説明資料3-4  

⑪ 玄海原子力発電所 原子力防災訓練に係る概要資料修正内容について  
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指標４ ： 確実な通報・ 連絡の実施 

①（ 通報文の正確性）  

通報 送信前の通報文チェ ッ ク 体制、 通報文に誤記等があっ た際の対応を確認する・ ・ －○ FAX  

発出し た が非該当と なっ た場合の対応を確認する ・ ・ ・ ・ ・ －○ EAL             

通報に使用する通信機器の代替手段を確認する ・ ・ ・ ・ ・ －○                

②（ 判断根拠の説明）EAL  

判断根拠の説明方法（ 情報の入手や説明資料など） を確認する ・ ・ ・ ・ ・○ EAL      ⑤ ⑦ ⑫、 、

③（ 条確認会議等の対応）10  

条確認会議、 条認定会議の事業者側対応予定者の職位・ 氏名を確認する・ ・ ・ ・ ・ －○ 10 15  

④（ 第 条報告）25  

条報告の発出タ イミ ングの考え方を確認する ・ ・ ・ ・ ・○ 25               ⑬
訓練事務局側が想定する、 今回訓練シナリ 上の 条報告のタ イ ミ ング、 報告内容（ 発生事象と 対応○ 25 

の概要、 プラ ント 状況、 放出見通し 状況、 モニタ ・ 気象情報など） 、 回数（ 訓練シナリ オ中の記載/

さ れているか） を確認する  

① ④なお、 及び の通報文は、 送信操作だけではなく 送付先に着信し ていない場合は「 確実な通報・

連絡の実施」 に該当し ない。 ・ ・ ・ ・ ・                      ②

指標4-① 説明 

通報文のチェ ッ ク 体制、 誤記等の対応○  

・ 発電所総括班で通報文を作成後、 発電所対策本部内で記載内容チェ ッ ク を実施  

・ 誤り がある通報文を見え消し にて修正し 、 再度通報連絡を実施  

取下げ（ 解除）○ EAL  

条報告様式を用い、 該当 の解除を連絡   25 EAL  

通信機器の代替手段○  

回線 による代替手段と し て、 （ 地上・ 衛星） を整備。NTT FAX I P-FAX  

今回の訓練では、 回線の不通は付与し ないが、万が一 が送付できない場合には、 NTT FAX  

上記代替手段にて を送付すると と もに、 本店から 会議による速やかな連絡を実FAX TV  

施する。  

②指標 説明資料4-  

⑤ 対応ブース配席図、 役割分担ERC  

⑦ 情報共有フ ロ ー 

⑫ 判断フ ロ ーEAL  

③指標 説明4-  

対応予定者： 原子力発電本部本部長○   

④指標 説明4-  

条通報は、応急処置実施後に実施する。なお、今回の訓練では３ 報実施予定（ 調整中）。○ 25  

個人情報のため非開示

4



5 

⑬ 通報連絡の運用について  

② 年度 玄海原子力防災訓練 訓練想定スケジュ ール2023    

指標５ ： 前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 

訓練実施計画が、 前回訓練の訓練結果を踏まえ、 問題・ 課題に対する改善策が有効に機能するもので○

あるか検証できる計画（ 訓練実施項目、 訓練シナリ オ等） と なっ ているこ と を確認する・ ・ ② ⑭ ⑮、 、

訓練時における当該改善策の有効性の評価・ 確認の方法（ 例えば、 訓練評価者が使用する評価チェ ッ○

ク リ スト （ 改善策の有効性を検証するための評価項目、 評価基準などが明確になっ ているもの） が作

成さ れているこ と など） を確認する ・ ・ ・ ・ ・                   ⑯
課題の検証につき、 社内自主訓練・ 要素訓練、 他発電所の訓練で対応している場合は、 その検証結果○

を確認する ・ ・ ・ ・ ・ －                               

今年度の訓練で課題検証を行わない場合にあっ ては、 その理由と 検証時期の説明、 中期計画等への反○

映状況を確認する。 また、 今年度の訓練で課題検証を行わずと も緊急時対応に直ちに問題は無いこ と

を確認する ・ ・ ・ ・ ・ －                               

指標 説明5  

前回訓練結果の課題に対する改善策が有効に機能するものであるか検証できる計画策定○

以下の改善策や今年度の訓練目標が検証できる訓練シナリ オを作成するこ と と し ている。 

前回訓練時の改善点 改善策  検証計画 

〇正確な通報連絡文を作成す

るため、通報連絡文作成者及

び通報連絡文を 確認する 発

電所対策本部要員が通報連

絡文に記載すべき 時刻を 正

確に情報入手できるよう 、Ｅ

Ａ Ｌ 該当事象の発生時刻や

発出し たＥ Ａ Ｌ の判断時刻

を 一元的に管理する一覧表

を作成し 、確認する要員を配

置すると と もに、発電所対策

本部要員が閲覧し やすい箇

所へ掲示する こ と で共通認

識を図るこ と を検討する。  
〇通報連絡文の記載内容を 確

認する ポイ ン ト を 整理する

と と もに、通報連絡文の作成

ブースに掲示するこ と で、総

括班における 通報連絡文の

確認の徹底を 図る こ と を 検

討する。  

〇通報連絡文作成者及び通報

連絡文を 確認する 発電所対

策本部要員が通報連絡文に

記載すべき 時刻を 正確に情

報入手できるよう 、Ｅ ＡＬ 該

当事象の発生時刻や発出し

たＥ Ａ Ｌ の判断時刻を 一元

的に管理する 一覧表を 作成

し た。  
また、発電所対策本部要員が

閲覧し やすい箇所へ掲示し

た。  

通報連絡文の記載内容を 確○
認するポイ ントを整理し、通

報連絡文の作成ブ ースに掲

示した。  

・ 年度の訓練計画2023  
「 こ れま での訓練から 改善を

図っ た事項の有効性確認」  
（ 検証方法）  

新たに作成し たＥ Ａ Ｌ 一覧■
表等を活用し 、正確かつ確実

な通報連絡が行えるこ と を

評価チェ ッ ク シート を 用い

て確認する。  
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〇発電所で使用し ている「 通報

連絡文の記載例」に通報連絡

文の作成に関する手順及び

本事例等を追加し て内容を

充実さ せ、通報連絡文へ記載

すべき 内容の認識の統一を

図るこ と を検討する。  
〇「 Ｅ Ａ Ｌ 該当事象の発生時刻

や発出し たＥ Ａ Ｌ の判断時

刻を 一元的に管理する一覧

表」、「 通報連絡文の記載内容

を 確認するポイ ン ト 」 及び

「 通報連絡文の記載例」を個

別教育等で周知を 図ると と

もに、要素訓練等を通じて通

報連絡文作成の習熟を図る

こ と を検討する。  

「 通報連絡文の記載例」 に通○
報連絡文の作成に関する 手

順を充実さ せ、通報連絡文へ

記載すべき 内容の認識の統

一を図っ た。  

「 ＥＡ Ｌ 該当事象の発生時刻○
や発出し たＥ Ａ Ｌ の判断時

刻を 一元的に管理する一覧

表」 等を周知し、要素訓練等

を 通じ て通報連絡文作成の

習熟を図っ た。  

社内自主訓練・ 要素訓練、 他発電所の訓練での課題検証結果○  

該当なし  

年度（ 令和 年度） の訓練で課題検証を行わない場合○ 2023 5  

該当なし  

指標 説明資料5  

② 年度 玄海原子力防災訓練 訓練想定スケジュ ール2023    

⑭ 年度 玄海原子力防災訓練 シナリ オ判断ポイ ント2023    

⑮ 年度 原子力防災訓練計画について2023   

⑯ 年度 玄海原子力防災訓練 評価チェ ッ ク リ スト2023   
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指標６ ： シナリ オの多様化・ 難度 

訓練シナリ オのアピールポイント を確認する ・ ・ ・ ・ ・ ・○        ⑭ ⑰、

シナリ オ多様化に関し 、 付与する場面設定を確認する ・ ・ ・ ・ ・ ・○  ⑭ ⑰、

訓練プレーヤへ難度の高い課題をどのよう に与えているかを確認する・ ・○ ⑭ ⑰、

例）  

・ 時間 ： 要員が少ない時間帯  

・ 場所 ： 対応が困難と なる場所  

・ 気象 ： 通常訓練で想定しない天候や組み合わせなど  

・ 体制 ： キーと なる要員の欠員  

・ 資機材 ： 手順外の資機材の活用  

・ 計器故障： 判断計器または重要計器故障、 こ れに伴う 代替パラ メ ータ での確認EAL  

・ 人為的ミ ス： 操作や報告のミ ス  

・ 対応： 要員派遣に加え、 オンサイト と 連携し た活動OFC  

・ 判断分岐： マルチエンディ ング、 途中の判断分岐など  

・ その他 ： 複数の汚染傷病者など  

指標 説明資料6  

⑭ 年度 玄海原子力防災訓練 シナリ オ判断ポイ ント2023    

⑰ 年度 玄海原子力防災訓練シナリ オにおける「 能力向上を促すための要素」2023   

付与する場面設定○

指標７ ： 現場実動訓練の実施 

現場実動訓練の実施内容を確認する○  

事故シナリ オに基づき実施する緊急時対策所の活動と の連携を確認する○  

他原子力事業者評価者の受け入れ予定を確認する○  

指標 説明7  

現場実動訓練実施内容○  

事故シナリ オに基づき実施する緊急時対策所の活動と の連携○  

他原子力事業者評価者を受け入れ予定○  

他原子力事業者による訓練評価（ 現地） を実施予定（ 名） 【 調整中】1  

シナリオ情報を含むため非開示

シナリオ情報を含むため非開示

シナリオ情報を含むため非開示
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指標８ ： 広報活動 

① ⑤評価要素 ～ それぞれについて、 対応、 参加等の予定を確認する○  

指標 説明8  

① 広報班と 連動し たプレス対応ERC  

・ 東京支社から 名派遣し 広報班と 連動し たプレス対応を実施予定。2 ERC  

② 記者等の社外プレーヤの参加 

・ 記者等の参加（ 報道機関 社（ 名）・ メ ディ アト レーニング講師（ 名））【 調整中】1 1 1  

③ 他原子力事業者広報班担当等の社外プレーヤの参加 

・ 四国電力（ 名）【 調整中】1  

④ 模擬記者会見の実施 

・ 模擬記者会見を実施 

⑤ 情報発信ツールを使っ た外部への情報発信 

・ ホームページ掲載文案、 発信文案、「 携帯メ ールサービ ス」（ メ ールマガジン） 配信X  

文案作成を実施予定 

指標９ ： 緊急時対応組織の能力の向上 

緊急時対応組織の実効性向上に係る中期計画9-1  

実発災時に予め原子力事業者防災業務計画に定めら れた活動が網羅的に実施さ れるよう 、 訓練の中○

期計画及び年度計画が策定さ れ、 計画的に訓練に参加する組織の範囲、 目的及び実動訓練の内容等

が選定さ れているか確認する。  

※ 指標 については、 現状、 参考と しての位置付けで掲載し ているものであり 、 将来的には中期計9-1 

画に関する評価指標と して独立さ せたう えで運用開始予定。  

緊急時対応組織の実効性向上に係る年度計画9-2  

年度計画は、 中期計画に基づき、 訓練に参加する緊急時対応組織の範囲、 目標、 実動訓練の内容等○

が選定さ れているか確認する。  

緊急時対応組織の実動訓練9-3  

中期計画に基づき、 実動訓練の参加組織あるいは参加者は実発災時の活動を想定し、 広範囲かつ適○

切に設定さ れているか確認する。  

緊急時対応組織の実効性向上に係るより 現実的な実動を伴う 訓練設定9-4  

中期計画や年度計画に示さ れた目標やねら いに応じ、 発災規模を適切に設定し、 その範囲内での活○

動を想定した上で、 より 現実的が確保さ れた実動を伴う シナリ オや状況が設定さ れているか確認す

る。  

緊急時対応組織の実効性向上に係る支援活動の実施9-5  

訓練時に設定し た発災規模の範囲で緊急時対応組織の活動を想定し 、 訓練が広範囲にわたる組織間○

において適切な連携の下、 計画通り に実施さ れたか確認する。 また、 評価のため、 行動内容（ 計画

に実施できたこ と 、 できなかっ たこ と 及び新たに見つかっ た問題） の記録がと ら れているこ と を確

認する。  
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指標 、 、 、 、 説明9-1 9-2 9-3 9-4 9-5  

支援組織と 連携し た後方支援拠点訓練を 年 月 日に実施済。 2023 12 13  

指標 ： 訓練への視察など10  

①（ 他原子力事業者への視察）  

他事業者への視察実績、 視察計画を確認する○  

②（ 自社訓練の視察受け入れ）  

自社訓練の視察受け入れ計画（ 即応Ｃ、 緊対所それぞれの視察受入れ可能人数、 募集締め切り 日、○

募集担当者の氏名・ 連絡先） を確認する  

③（ ピアレビ ュ ー等の受入れ）  

ピアレビ ュ ー等の受入れ計画（ 受入れ者の属性、 レビ ュ ー内容等） を確認する○  

④（ 他原子力事業者の現場実動訓練への視察）  

視察又は評価者と し ての参加の実績、 予定を確認する○  

指標 説明10  

① 他原子力事業者への視察実績及び視察計画 

・ 視察計画作成済（ 統合原子力防災ネッ ト ワーク を用いた視察及び録画映像による視察）  

・ 福島第一・ 第二（ 月 日） 視察実績： 名（ 即応センタ ー 名、 名）9 1 2 1 ERC 1  

・ 東通（ 月 日） 視察実績： 名（ 即応センタ ー 名、 緊急時対策所 名）9 5 2 1 1  

・ 美浜（ 月 日） 視察実績： 名（ 即応センタ ー 名、 名）9 22 2 1 ERC 1

・ 島根（ 月 日） 視察実績： 名（ 名）11 24 3 ERC 2  

・ 敦賀（ 月 日） 視察実績： 名（ 緊急時対策所 名、 名）12 8 3 1 ERC 1  

・ 大飯（ 月 日） 視察実績： 名（ 名）1 12 1 ERC 1  

・ 女川（ 月 日） 視察実績： 名（ 名）1 23 1 ERC 1  

・ 泊（ 月 日） 視察実績： 名（ 名）1 26 1 ERC 1  

② 自社訓練の視察受け入れ計画 

・ 本店即応センタ ー、 玄海原子力発電所（ 緊急時対策所及び現場実動訓練） に視察者を

受け入れ予定。（ 本店即応センタ ー 名、緊急時対策所 名、現場実動訓練 名予定）10 4 2  

③ ピ アレビ ュ ー等の受入れ計画 

・ 他原子力事業者による訓練評価（ 現地） を実施予定（ 名）【 調整中】2  

④ 他原子力事業者の現場実動訓練への視察又は評価者と し ての参加の実績、 予定 

・ 福島第一・ 第二（ 月 日） 評価実績： 名（ 福島第一 名、 福島第二 名）9 1 2 1 1  

・ 女川（ 月 日） 評価実績： 名1 23 1  

・ 今後も各社から の視察案内に基づき視察予定 

9
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指標 ： 訓練結果の自己評価・ 分析11  

訓練実施及び訓練結果の自己評価において、 【 】 適切に検証・ 評価がさ れ、 【 】 評価にしたがっ て○ C A

改善すべき事項が抽出さ れ、 具体的な対策の方針を定めているか確認する。  

指標 説明11  

〇課題の分析だけではなく 、 良好事例も含めた自己評価・ 分析を行う 。  

備考： 訓練参加率 

発電所参加予定人数（ う ち、 コ ント ローラ 人数） を確認する○  

即応センタ ー参加予定人数（ う ち、 コ ント ロ ーラ 人数） を確認する○  

リ エゾン予定人数を確認する○  

評価者予定人数を確認する○  

備考説明 

発電所参加予定人数 名（ う ち、 コ ント ロ ーラ 名、 評価者 名）○   159 9 11  

本店即応センタ ー 名（ う ち、 コ ント ロ ーラ 名、 評価者 名）○    135 3 5  

リ エゾン予定人数  ○  

・ プラ ント 班リ エゾン 名    4  

・ 広報班リ エゾン 名    2  

備考： 中期計画の見直し  

見直し 状況、 見直し 内容、 今年度訓練実施計画の位置づけを確認する・ ・○ ⑱ ⑲、

見直し 後の中期計画を確認する ・ ・ ・ ・ ・○               ⑱
前回訓練の訓練報告書提出以降から 次年度訓練まで対応実績・ スケジュ ール（ 作業フ ローなど） につ○

いて、 以下の の観点で概要を確認する ・ ・ ・ ・ ・PDCA          ⑳
【 観点】 前回訓練の訓練報告書提出から 今回訓練までと 今回の訓練を踏まえた 及び 、 中期計画及[ C] [ A]

び原子力防災業務計画への反映 の時期 訓練報告書のと り まと め時期 対策を講じる時期[ P] [ C] [ A]  

－具体的な対策の検討、 マニュ アル等へ反映、 周知・ 教育 訓練など（ 昨年度の訓練実施結果/

報告書に掲げた各課題についての対応内容、 スケジュ ールがわかるよう に記載するこ と ）  

－原子力事業者防災業務計画への反映の検討事項・ 時期（ 定期見直し含む）  

中期計画等の見直し事項・ 時期、 次年度訓練計画立案時期[ P]  

前回訓練実施後の面談時に確認した 計画を確認する ・ ・ ・ ・ ・ ・○ PDCA  ㉑

備考説明資料 

⑱ 原子力防災訓練 中期計画について（ 年度～ 年度） 2022 2024  

⑲ 「 原子力防災訓練 中期計画」 見直し に係る評価・ 分析について（ 年度） 2022  

⑳ 九州電力（ 株） 原子力防災訓練対応実績・ スケジュ ール 

㉑ ～ 年度 計画（ 昨年度、 玄海訓練実施後の面談時に提示し た 計画）2022 2023 PDCA PDCA
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備考： シナリ オ非提示型訓練の実施状況 

開示する範囲、 程度（ 一部開示の場合、 誰に／何を開示するのか具体的に記載） 及びその設定理由を○

確認する  

備考説明 

①訓練項目や目的等を周知するため、 資料 をプレーヤに配布（ シナリ オ非提示訓練）○  

備考： 訓練統制 

〇パラ メ ータ 設定の誤り や訓練コ ント ロ ーラ の不適切な介入（ 条件付与） 等の訓練コ ント ロ ーラ の不備 

により 、 参加者において混乱が生じるなど、 訓練統制上のト ラ ブルが起きていないか確認する。  

備考説明 

〇訓練で使用する 訓練用模擬パラ メ ータ は、 訓練前に本店及び発電所の訓練事務局ERSS

にて、 設定誤り がないこ と を確認する。  

〇コ ント ロ ーラ は、 プラ ント 状況等に応じ て、 訓練進行に必要な条件付与を確実に行う と

と もに、 拠点間で情報連携を密に行う 。  

【 補足】 事業者と の訓練コ ント ロ ーラ 間の調整事項・ ・ ・ ・ ・ERC ㉒

広報班と の連動の有無○ ERC  

会議接続先（ 即応センタ ー、 、 緊対所）○ TV OFC  

リ エゾンの人数（ プラ ント ・ 広報） 、 入館時刻、 訓練参加タ イミ ング○  

訓練終了のタ イミ ング、 その後の振り 返り の要否○  

使用に係る当庁情報システム室と の調整状況○ ERSS  

事前通信確認実施の要否○  

即応センタ ーコ ント ローラ の所属、 氏名、 連絡先○  

対応者の職位、 氏名○ ERC  

訓練時、 メ ールを利用し た プラ ント 班への資料提供の実施の有無○ ERC  

コ ント ロ ーラ 間調整説明資料 

㉒ 年度玄海原子力防災訓練（ ） コ ント ロ ーラ と の連携2023 2024. 2. 27  ERC  

（ 参考）  

㉓要員の分散配置・ 情報共有について  

㉔原子力防災訓練における緊急時対応センタ ー（ ） 使用機器一覧 ERC  
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２ ０ ２ ４ 年 ２ 月 

九州電力株式会社

２ ０ ２ ３ 年度 玄海原子力発電所 原子力防災訓練（ 総合訓練） について  

１ ． 日 時 ２ ０ ２ ４ 年 ２ 月２ ７ 日（ 火） １ ３ ： １ ０ ～１ ７ ： ０ ０ （ 予定）    

２ ． 対応場所 九 州 電 力： 玄海原子力発電所   

本店（ 原子力施設事態即応センタ ー）

支社、 支店（ 東京支社、 佐賀支店 他） 

後方支援拠点（ 本店内会議室）                

川内原子力発電所                

３ ． 訓練想定

（ １ ） 事象発生時間帯 

平日勤務時間帯を想定（ 訓練時間は当日実時間で進行）     ○  

（ ２ ） 訓練対象号機と プラ ント 運転状態 

１ 、 ２ 号機： 廃止措置段階○

３ 、 ４ 号機： 定格熱出力一定運転中（ モード １ ）○

（ ３ ） 事象想定 

原子力災害（ 複数号機同時発災）○  

・ 原子炉の冷却機能が全て喪失し 、 原子力災害対策特別措置法第１ ５ 条事象に  

至る原子力災害等を想定 

その他災害○  

・ 負傷者発生 
４ ． 訓練項目（ 案）                         

発電所 本店 備考   
（ １ ） 通報訓練 ○  ○  ～(1) (7) 

原子力事業者防災業務
計画に基づく 訓練 

「 その他訓練」(8)  
中期計画に基づき、 緊急
時対応能力を 向上さ せ
る訓練 

（ ２ ） 避難誘導訓練 －○   

（ ３ ） モニタ リ ング訓練 ○  ○  

（ ４ ） 緊急時対応訓練 －○   
（ ５ ） 原子力災害医療訓練 － ○   

（ ６ ） Ａ Ｍ訓練 －○   

（ ７ ） 緊急事態支援組織対応訓練 －  ○  
（ ８ ） その他訓練 

① Ｅ ＲＣと の連携訓練   
② 原子力防災要員等の動員訓練   
③  原子力事業者間協力協定等に基づく 対応訓練
④ 発電所支援対応訓練   
⑤ プレス対応訓練※ １  

⑥ 住民避難支援対応訓練 
⑦ オフ サイ ト センタ ー連携訓練 
⑧ 発電所支援に係る本店即応センタ ーと の連携訓練

－ 
○  
－ 
－ 
－ 
－ 
○  
－ 

○  
○  
○  
○  
○  
○  
－ 
○  

※ ： 広報班にリ エゾンを派遣し 、 広報班と の連携訓練（ プレス発表資料等の共有）、模擬記 1 ERC ERC

者会見（ 他原子力事業者広報担当等の参加） 及び、情報発信ツールを使っ た外部への情報発信

を行う ため、 ホームページ掲載文案作成等を実施する。  

資料①
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５ ． 訓練型式

シナリ オ非提示型（ ブラ イ ンド 訓練）○

訓練中スキッ プなし （ 訓練後のプラ ント 挙動を事務局から 説明 訓練中データ 含む ）○ [ ]

６ ． 訓練の進行

発電所コ ント ロ ーラ から の条件付与。○

Ｅ ＲＳＳ訓練模擬パラ メ ータ による事象進展状況の提示。（ 予定）○

・ 発生し た事象を判断し 、通報連絡要否判断、通報連絡文作成、訓練通報（ Ｆ Ａ Ｘ ・

電話） を実施する。

・ 発生し た事象の内容に基づき、 各拠点における緊急時活動を行う 。

７ ． 訓練目的・ 目標

（ １ ） 発電所対策本部、本店対策本部、後方支援拠点等における役割分担を認識し 、対策要

員が関係機関と の連携を含めた以下の災害対応を実施できるこ と を確認する。  

・ 緊急時における事故収束対応 

・ 発電所支援対応 

・ 関係箇所と の情報連絡・ 連携対応 

（ ２ ） こ れまでの訓練から 改善を図っ た事項の有効性確認 

（ ３ ） 訓練目標                  

年度設定し た訓練計画に基づく 訓練目標○ 2023  

・ 正確かつ確実な通報連絡の実施

年度訓練から 改善を図っ た事項の有効性確認○ 2022  

・ 発出し たＥ Ａ Ｌ を管理する一覧表の作成等

８ ． 主な検証項目 
訓練目的・ 目標や今年度訓練への反映項目等を踏まえ、 以下の検証項目を設定し 、 緊

急時対応能力の向上を確認する。  
・ 正確かつ確実な通報連絡の実施   

正確かつ確実に通報連絡ができるこ と  
・ 正確性： 通報文の記載内容に誤り がないこ と 。 また、 送信し た通報文に誤記等

があっ た場合、 確実に訂正報を発出するこ と 。  
・ 確実性： 通報文送信時に送信エラ ー等により 未達と なっ ていないこ と を確認し 、

また、 送信先に着信確認（ 電話連絡） を実施する。  

９ ． 中期計画における今年度訓練の位置づけ

年 月に中期計画見直し に係る評価・ 分析（ 年度訓練結果及び 年度～   2022 9 2021 2019
年度の中期計画（ ヵ 年） の記載項目） を実施し た結果、中期計画（ 年度～2021 3 2022 2024

年度） の策定を行っ た。また、 年 月に中期計画の見直し に係る評価・ 分析を行い、2023 9
中期計画の見直し を実施すると と もに、 中期計画の中で年度ごと の訓練テーマを定め、

年度訓練において、 継続的に緊急時対応能力等の向上を図るポイ ント と し て、 上記2023

中期計画 年度のテーマ[ 2023 ]  
・ 社外を含む緊急時対応組織と の連携
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の訓練テーマを抽出し た。  
また、 中期計画においてシナリ オの多様化のための場面設定も考慮するこ と と し てい   

る。  

１ ０ ． 実施体制・ 評価体制 等

＜実施体制＞  

※ 統合原子力防災ネッ ト ワーク 接続 

＜評価体制＞

（ 本店）

他原子力事業者による訓練評価（ 現地） を実施予定（ 名）【 調整中】○ 2

（ 発電所）

評価者は、 発電所内及び当社他原子力発電所より 配置【 調整中】○

現場実動訓練の評価者と し て、他原子力事業者による訓練評価（ 現地） を実施予定○

（ 名）【 調整中】1  

（ 本店、 発電所）  

評価者による評価及び訓練の振返り 等により 、 良好事例や改善事項を抽出する。○

１ １ ． 感染症対策について

訓練における感染症対策と し て、 手指消毒や班長による体調確認等を実施する。○    

以 上 

本店即応センターとＥＲＣ間は、

Ｔ Ｖ 会議システムを１ 系統接続

東京⽀社

佐賀⽀店

⻑崎⽀店

福岡⽀店

熊本⽀店

社外

関係機関

（ 部模擬⼀ ）

本店

即応センター

通報連絡

援⽀

⽞海原⼦⼒発電所

通報連絡
通報連絡

通報連絡

通報連絡

後⽅⽀援拠点

情報共有

緊急時対応センター

（ＥＲＣ）

状況報告

質疑応答

川内原⼦⼒発電所

通報連絡

援⽀

（模擬）
要請報告

※
ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀー
ﾌ゚ﾗﾝﾄﾁーﾑ

⽞海原⼦⼒総合事務所

通報連絡
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２ ０ ２ ２ 年度訓練で抽出した改善点（ 玄海原子力発電所）

（ １ ） 総合訓練

２ ０ ２ ２ 年度訓練における今後の改善点
２ ０ ２ ３ 年度訓練への反映状況

及び今後の対応（ 訓練計画策定時）
２ ０ ２ ３ 年度訓練への対応方針

〇正確な通報連絡文を作成するため、 通報
連絡文作成者及び通報連絡文を確認する
発電所対策本部要員が通報連絡文に記載
すべき 時刻を 正確に情報入手でき る よ
う 、 Ｅ Ａ Ｌ 該当事象の発生時刻や発出し
たＥ Ａ Ｌ の判断時刻を一元的に管理する
一覧表を作成し 、 確認する要員を配置す
ると と もに、 発電所対策本部要員が閲覧
し やすい箇所へ掲示するこ と で共通認識
を図るこ と を検討する。  

〇通報連絡文の記載内容を確認するポイ ン
ト を整理すると と もに、 通報連絡文の作
成ブースに掲示するこ と で、 総括班にお
ける通報連絡文の確認の徹底を図るこ と
を検討する。  

〇発電所で使用し ている「 通報連絡文の記
載例」 に通報連絡文の作成に関する手順
及び本事例等を 追加し て内容を 充実さ
せ、 通報連絡文へ記載すべき内容の認識
の統一を図るこ と を検討する。  

〇「 Ｅ Ａ Ｌ 該当事象の発生時刻や発出し た
Ｅ Ａ Ｌ の判断時刻を一元的に管理する一
覧表」、「 通報連絡文の記載内容を確認す
るポイ ント 」 及び「 通報連絡文の記載例」
を個別教育等で周知を図ると と もに、 要
素訓練等を通じ て通報連絡文作成の習熟
を図るこ と を検討する。  

〇通報連絡文作成者及び通報連絡文を確認する発
電所対策本部要員が通報連絡文に記載すべき時
刻を正確に情報入手できるよう 、 Ｅ Ａ Ｌ 該当事
象の発生時刻や発出したＥ Ａ Ｌ の判断時刻を一
元的に管理する一覧表を作成し た。  
また、 発電所対策本部要員が閲覧し やすい箇所
へ掲示した。  

○ 通報連絡文の記載内容を確認するポイ ント を整
理し 、 通報連絡文の作成ブースに掲示した。  

○ 「 通報連絡文の記載例」 に通報連絡文の作成に
関する手順を充実さ せ、 通報連絡文へ記載すべ
き内容の認識の統一を図っ た。  

○ 「 Ｅ Ａ Ｌ 該当事象の発生時刻や発出し たＥ Ａ Ｌ
の判断時刻を一元的に管理する一覧表」 等を周
知し 、 要素訓練等を通じ て通報連絡文作成の習
熟を図っ た。  

（ 発電所）
○ 新たに作成したＥ ＡＬ 一覧表等を活用し、正確

かつ確実な通報連絡が行えるこ と を確認する。
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２ ０ ２ ４ 年 ２ 月

２ ０ ２ ３ 年度 玄海原子力発電所原子力防災訓練内容について
発電所における○ 主な訓練（ １ ３ 時１ ０ 分 ～ １ ７ 時０ ０ 分予定）  

訓練項目 訓 練 概 要 訓 練 内 容

通 報 訓 練 社内 ○ 外関係箇所への通報連絡を実施 ・ 原子力災害対策特別措置法等に基づき、 警戒事象、 原災法第１ ０ 条事象及び第１ ５ 条事象等発生時の社内
及び社外関係機関への通報連絡訓練を実施する。  

避 難 誘 導 訓 練 緊急事態の発生による作業者等の避難誘導訓練 ・ 原子力災害対策活動に従事しない者等の構内避難（ 模擬） 及び発電所構外への避難訓練を実施する。 ○   

モニタ リ ング訓練 ○ 放射線測定機器等を用いたモニタ リ ング訓練を実施
・ 発電所内外の放射線量及び放射性物質の放出状況を把握するため、 放射線測定器等を用いたモニタ リ ング

訓練を実施する。  

緊急時対応訓練 電源及び水源確保訓練等を実施 ○  

原子力災害医療訓練  ○ 発電所内で発生し た汚染負傷者の医療機関への搬送
・ 管理区域から の移動中に負傷者が発生 したこ と を想定し、 被災者の搬送、 除染措

置及び救急車要請（ 模擬）、 構内車両による医療機関への搬送（ 模擬） 訓練を実施する。  
Ａ Ｍ ｱｸｼﾃ゙ ﾝﾄﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ( )
訓 練 

シビ アアク シデント 事象を想定し た事故拡大防止○  
活動を実施 

・ シビ アアク シデント 等が発生し た場合の事故進展防止及び影響緩和のための取るべき措置の検討及び事象
進展予測等の訓練を実施する。  

原子力防災要員等の
動員訓練

原子力防災要員等の○ 召集訓練を実施 ・ 緊急時体制発令時の体制確立のため、 原子力防災要員の召集訓練を実施する。  

オフ サイ ト センタ ー
連携訓練 

オフ サイ ト センタ ープラ ント チームにおいてプラ ン○
ト 情報を入手する訓練を実施 

・ オフ サイト センタ ープラ ント チーム（ 当社社員） において、 国Ｔ Ｖ 会議システムによるＥ ＲＣと 即応セン
タ ーと の情報共有内容の確認及び原子力災害情報システム等により プラ ント 情報を把握する。  

本店即応センタ ー等における主な訓練（ １ ３ 時１ ０ 分 ～ １ ７ 時０ ０ 分予定）○    

訓練項目 訓 練 概 要 訓 練 内 容

通 報 訓 練 通報連絡の受信○  
電話による着信確認連絡（ 国、 支社）○  

・ 原子力災害対策特別措置法等に基づく 、 警戒事象、 第１ ０ 条事象及び第１ ５ 条事象等発生時における発電
所から の通報連絡を受信し、 国、 社内関係支社への電話による着信確認連絡を実施する。  

モニタ リ ング訓練 モニタ リ ング情報の共有○  ・ 発電所から 入手するモニタ リ ング情報について対策本部内、 後方支援拠点等に情報共有を実施する。  

緊 急 事 態 支 援 
組織対応訓練 原子力緊急事態支援センタ ーへの協力要請○  ・ 原子力緊急事態支援センタ ーに、 原子力緊急事態支援組織の共同運営に関する協定に基づく 協力要請を実

施する。  

と の連携訓練ERC  プラ ント 情報の共有○  
対応戦略等の伝達・ 共有○  

・ 発電所から 入手するプラ ント 情報等について、 統合原子力防災ＮＷ（ Ｔ Ｖ 会議、 Ｉ Ｐ Ｆ ＡＸ 、 Ｉ Ｐ Ｔ Ｅ- -
Ｌ ） を活用し た、 Ｅ ＲＣプラ ント 班と の情報共有を実施する。  

原子力防災要員等
の 動 員 訓 練

本店即応センタ ーへの非常召集訓練○  
本店対策本部の体制を確立○  

・ 本店即応センタ ーへの原子力防災要員等の非常召集訓練を実施する。  
・ 本店対策本部（ 即応センタ ー） の体制を確立する訓練を実施する。  

原子力事業者間協力協定等
に基づく 対応訓練

四国電力株式会社への協力要請○  ・ 四国電力株式会社に、 原子力事業者間協力協定等に基づく 協力要請を実施する（ 実連絡）。  

発電所支援対応訓練

本店対策本部運営（ 事故収束活動・ 発電所支援）○  
社内Ｔ Ｖ 会議システムによる発電所と の連携○  
非発災発電所と 本店即応センタ ー間の情報共有○  
原子力安全研究協会への協力要請○  

・ 発電所の事故収束活動に必要な支援（ 社外対応、 資機材の調達等） に関する訓練を実施する。  
・ 社内Ｔ Ｖ 会議システムを利用し、 発電所と の迅速な情報共有及び連携訓練を実施する。  
・ 支援状況について、 本店即応センタ ー内、 発電所対策本部及び非発災発電所（ 川内原子力発電所） で情報

共有を実施する。  
・ 原子力災害時の負傷者発生に対する発電所構内の医療体制確立に係る連絡を実施する。  

プ レ ス 対応訓練 

プ レ ス 文の作成、 社内関係箇所と の共有及び○ ERC 
広報班と の連携 
模擬記者会見（ 他原子力事業者広報担当等の参加）○  
外部への情報発信（ 模擬 ）○ HP  

・ 発電所の状況に応じてプレス文を作成し 、 社内関係箇所と 共有すると 共に、 Ｅ ＲＣ広報班へ当社リ エゾン
を派遣し てＥ ＲＣ広報班と の連携訓練を実施する。  

・ 発電所の状況等について、 外部への情報発信を行う ため、 模擬記者説明等の対応を実施する。  
・ ホームページ掲載文案、 発信文案、「 携帯メ ールサービ ス」（ メ ールマガジン） 配信文案作成を実施する。X

住 民 避 難 支 援 
対 応 訓 練 要支援者避難支援に関する手順確認○  ・ 福祉車両等の実走（ 要支援者の乗車なし ） による、 避難経路や所要時間等の確認。  

・ Ｉ Ｐ 無線等を活用した指揮命令・ 連絡訓練及び福祉車両操作訓練 
発電所支援に係る本店即応  
センタ ーと の連携訓練

後方支援拠点と 本店即応センタ ー間の情報共有 ・ Ｔ Ｖ 会議等の通信機器を活用し 、 後方支援拠点と 本店即応センタ ー間の情報共有を実施する。○   

以 上  

シナリオ情報を含むため非開示

シナリオ情報を含むため非開示
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１，２号機 ３号機 ４号機
通報

タ イ ミン グ
情報連絡 異常事象 警戒事象

警戒事象
（続報）

条事象 条事象 条報告10 15 25
ＥＡＬの 内容／そ の 他

通報連絡

２０２３年度　玄海原子力発電所　原子力総合防災訓練　想定ス ケ ジュ ー ル

経過
時刻

プ ラ ン ト状況 （○ ：模擬・付与、● ：実動）
訓練
時間

事 象

準備対応者限り
◇ １号機 ２号機共通事項/
☆ 号機 号機共通事象3 / 4

号機事象○ 3
◎ 号機事象4

資料②

シナリオ情報を含むため非開示
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１，２号機 ３号機 ４号機
通報

タ イ ミン グ
情報連絡 異常事象 警戒事象

警戒事象
（続報）

条事象 条事象 条報告10 15 25
ＥＡＬの 内容／そ の 他

通報連絡
経過
時刻

プ ラ ン ト状況 （○ ：模擬・付与、● ：実動）
訓練
時間

事 象

シナリオ情報を含むため非開示
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２ ０ ２ ３ 年度　 玄海原子力防災訓練　 全体スケジュ ール（ 案） 参考

シナリオ情報を含むため非開示
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     年   月   日    時   分 現在（ １／２）

状況：

全体戦略(目標) 対 応 手 段 

電 源  

炉心 
冷却 

ＳＧ除熱  

炉心注入  

ＣＶ健全性  

機能
区分 

ＤＢ・ 常用設備 

設  備 
設備の 
状態※1

電

源

外部 
電源 

500kV

ETr 

4号機

D/G 

Ａ 

Ｂ 

蓄電池 
(安全防
護系用) 

Ａ 

Ｂ 

Ｓ
／
Ｇ
除
熱
機
能

主給水系統 

AFWP 

M/DＡ

M/DＢ

T/D 

主蒸気 
逃がし弁

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

タービンバイパス弁

炉
心
注
入

SI P 

Ａ 

Ｂ 

RHRP 

Ａ 

Ｂ 

CHP 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

ACCT 

Ｃ
／
Ｖ
注
入

CSP 

Ａ 

Ｂ 

機
能
区
分

ＳＡ・ 使用可能設備 

設  備 
使用 

可否※1

優先
順位

※3

準備開始時刻※2 所要時間 
(H: M)  

使用開始 
（ 予定） 時刻 

進展予測 

交
流
電
源

① 大容量空冷式発電機 約0: 15 

蒸気発生器 

ドライアウト  

予想・ 実績 

 /   ：   

全S/G広域水位 

10％未満 

② 予備変圧器２ 次側電路 約0: 20 

③ 号炉間電力融通電路 約0: 30 

④ 後備送電線連絡高圧電路 約0: 40 

⑤ 発電機車(高圧) 約2: 00 

⑤ 発電機車(中容量) 約2: 00 

⑥ 予備ケーブル 約4: 00 

◎
特定重大事故等対処施設を構
成する設備(発電機) 

約0: 30 

直
流
電
源

① 蓄電池(重大事故等対処用) 約0: 10 

② 蓄電池(３系統目) 約0: 20 

③ 直流電源用発電機 約2: 00 

Ｓ
／
Ｇ
除
熱
機
能

 主蒸気逃がし弁（ 手動/N2）  約0: 20/0: 10 炉心注入 

停止時間 

実績 

 /   ：   

炉心損傷 

予想・ 実績 

 /   ：   

① T/D AFWP起動（ 手動/ﾊ゙ ｯﾃﾘ）  約0: 30/0: 50

② M/D AFWP(大容量空冷式発電機) ― 

③ 可搬型D注入P(淡水・ 海水) 約5: 20 

炉
心
注
入

① 加圧器逃がし弁(N2/ﾊ゙ ｯﾃﾘ) 約0: 25/0: 40

②
特定重大事故等対処施設を構成する設備
(原子炉減圧用Ｎ２ボンベ) 

約0: 30

①
特定重大事故等対処施設を構
成する設備(ポンプ) 

約0: 30

② 常設電動注入ポンプ※4 約1: 15/0: 40 原子炉下部ｷｬﾋ゙ ﾃｨ 

水位ｽｲｯﾁ作動 

実績 

 /   ：   

③ B CHP(自己冷却) 約0: 40 

④ B CSP(ﾀｲﾗｲﾝ使用/自己冷却) 約0: 20/0: 50

⑤ 消火ポンプ(M/D) 約0: 25 

⑤ 消火ポンプ(D/D) 約0: 25 

⑤ 消防自動車 約0: 30 
原子炉容器破損 

予想・ 実績 

 /   ：   

⑥ 可搬型D注入P(淡水・ 海水) 約5: 20 

⑦ A RHRP(空調用冷水) 約0: 25 

炉
注
再
循
環

① B CSP(タイライン使用)再循環 約0: 15 

② AM用代替再循環ポンプ 約0: 30 

③ A RHRP(空調用冷水)再循環 約0: 25 

CV１Pd[392kPa] 

到達 

予想・ 実績 

 /   ：   

④ B SI P(海水冷却)再循環 ―  

Ｃ
／
Ｖ
注
入

①
特定重大事故等対処施設を構
成する設備(ポンプ) 

約0: 30 

② 常設電動注入ポンプ 約0: 40 

③ B CSP(自己冷却) 約0: 40 

④ 消火ポンプ(M/D) 約0: 25 

④ 消火ポンプ(D/D) 約0: 25 

CV２Pd[784kPa] 

到達 

予想・ 実績 

 /   ：   

④ 消防自動車 約0: 25 

⑤ 可搬型D注入P(淡水・ 海水) 約5: 20 

Ｃ
／
Ｖ
冷
却
・
減
圧

① C/V再循環ﾕﾆｯﾄ(CCWS加圧) 約1: 10 

② C/V再循環ﾕﾆｯﾄ(海水) 約12: 40 

③
特定重大事故等対処施設を構
成する設備(FV) 

― 

（ 注１） ○数字は、 SBO時の優先順位を記載  ◎緊急時対策本部の判断により優先順位に関係なく 実施する。 

※１ ： 凡例   ○： 運転中   Ｓ： 待機中（ 使用可能）    △： 設備に故障がなく 、 電源、 水源等のｻﾎ゚ ﾄー系機能喪失による使用不可 

        ▲： 準備中   ■： 確認中         ×： 設備の故障で使用不可     空欄： 未対応 

ＣＯＰ１

玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号

玄海３ 号機 設備状況シート

資料③
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年 月 日 時 分 現在（ ２ ／２ ）                  

機能
区分

ＤＢ・ 常用設備 ＳＡ ・ 使用可能設備 

設 備   
設備の 
状態※ 1 設 備   

使用 
可否※ 1

優先
順位

※ 3
準備開始時刻※ 2 所要時間 

(H: M) 
使用開始 

（ 予定） 時刻 

補
機
冷
却

SWP 

Ａ  

移動式大容量ポンプ車 

供 給 先   
・ B SIP 
・ 制御用空気圧縮機B  
・ 再循環ﾕﾆｯﾄA, B C/ V  
・ 空調用冷凍機C, D  
・ 可搬型ｶ゙ ｽｻﾝﾌ゚ ﾘﾝｸ゙ 冷却器 

約12: 40 

Ｂ  

Ｃ  

Ｄ  

CCWP 

Ａ  

Ｂ  

Ｃ  

Ｄ  

機能
区分

ＳＡ ・ 使用可能設備 

設 備   
使用 

可否※ 1

優先
順位

※ 3
準備開始時刻※ 2 所要時間 

(H: M) 
使用開始 

（ 予定） 時刻 

水
素
爆
発

防
止

電気式水素燃焼装置  ― 

アニュ ラ ス空気浄化フ ァ ン B  約0: 50 

水
素
濃
度
監
視

特定重大事故等対処施設を構成する設備 格納容器水素濃度 ( ) 常時監視 

可搬型格納容器水素濃度計測装置  約0: 35 

アニュ ラ ス水素濃度計測装置  ― 

水
源
確
保

中間受槽 
への供給 

① ２ 次系純水タ ンク  約2: 00 

② 原水タ ンク  約2: 00 

③ 取水用水中ポンプ 淡水・ 海水( )  約5: 20 

③ 水中ポンプ用発電機 約5: 20 

復水タ ンク  
への供給 

復水タ ンク ピ ッ ト 補給用水中ポンプ( ) 注( ) 約3: 00 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ
の
注
水

① 燃料取替用水タ ンク  約0: 20 

② 燃料取替用水補助タ ンク  約0: 20 

③ ２ 次系純水タ ンク  約0: 20 

④ 消火ポンプ (M/ D) 約2: 00 

⑤ 消火ポンプ (D/ D) 約2: 00 

⑥ 消防自動車 約0: 30 

⑦ 使用済燃料ピッ ト 補給用水中ポンプ  約5: 20 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
監
視

温度 ： 常設SFP      常時監視 

温度 ： 常設SFP (SA)   常時監視 

水位計 ： 常設SFP     常時監視 

水位計 ： 常設SFP (SA)  常時監視 

水位計 広域 ： 可搬SFP ( )  約2: 00 

監視装置用空気供給システム： 可搬SFP  約2: 00 

使用済燃料ピ ッ ト 周辺線量率計 ： 可搬  約2: 00 

Ｓ
Ｆ
Ｐ

ス
プ
レ
イ

可搬型 注入 淡水・ 海水D P( ) 約2: 00 

※ １ ： 凡例 

△： 運転中 Ｓ： 待機中（ 使用可能） ： 設備に故障がなく 、 電源、 水源等のｻﾎ゚ ﾄー系機能喪失による使用不可○         

： 準備中 ： 確認中 ： 設備の故障で使用不可 空欄： 未対応▲    ■          ×       

※ ２ ： 目視による設備確認の開始は、 準備開始時刻と はみなさ ない。  

※ ３ ： Ｓ Ａ設備の準備を開始（ 実施し ている戦略） した場合は、 優先順位（ 数字） を記入する。（ 準備開始時刻記載時）  

※ ４ ： 所要時間と の対比（ フ ロ ント ラ イ ン系及びサポート 系故障時／停止中の全交流動力電源喪失時）  

注 ： 中間受槽設置後に使用可能  

玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号  玄海３ 号 
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     年   月   日    時   分 現在（ １／２）

状況：

全体戦略(目標) 対 応 手 段 

電 源  

炉心 
冷却 

ＳＧ除熱  

炉心注入  

ＣＶ健全性  

機能
区分 

ＤＢ・ 常用設備 

設  備 
設備の 
状態※1

電

源

外部 
電源 

500kV

ETr 

3号機

D/G 

Ａ 

Ｂ 

蓄電池 
(安全防
護系用) 

Ａ 

Ｂ 

Ｓ
／
Ｇ
除
熱
機
能

主給水系統 

AFWP 

M/DＡ

M/DＢ

T/D 

主蒸気 
逃がし弁

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

タービンバイパス弁

炉
心
注
入

SI P 

Ａ 

Ｂ 

RHRP 

Ａ 

Ｂ 

CHP 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

ACCT 

Ｃ
／
Ｖ
注
入

CSP 

Ａ 

Ｂ 

機
能
区
分

ＳＡ・ 使用可能設備 

設  備 
使用 

可否※1

優先
順位

※3

準備開始時刻※2 所要時間 
(H: M)  

使用開始 
（ 予定） 時刻 

進展予測 

交
流
電
源

① 大容量空冷式発電機 約0: 15 

蒸気発生器 

ドライアウト  

予想・ 実績 

 /   ：   

全S/G広域水位 

10％未満 

② 予備変圧器２ 次側電路 約0: 20 

③ 号炉間電力融通電路 約0: 30 

④ 後備送電線連絡高圧電路 約0: 40 

⑤ 発電機車(高圧) 約2: 00 

⑤ 発電機車(中容量) 約2: 00 

⑥ 予備ケーブル 約4: 00 

◎
特定重大事故等対処施設を構
成する設備(発電機) 

約0: 30 

直
流
電
源

① 蓄電池(重大事故等対処用) 約0: 10 

② 蓄電池(３系統目) 約0: 20 

③ 直流電源用発電機 約2: 00 

Ｓ
／
Ｇ
除
熱
機
能

 主蒸気逃がし弁（ 手動/N2）  約0: 20/0: 10 炉心注入 

停止時間 

実績 

 /   ：   

炉心損傷 

予想・ 実績 

 /   ：   

① T/D AFWP起動（ 手動/ﾊ゙ ｯﾃﾘ）  約0: 30/0: 50

② M/D AFWP(大容量空冷式発電機) ― 

③ 可搬型D注入P(淡水・ 海水) 約5: 20 

炉
心
注
入

① 加圧器逃がし弁(N2/ﾊ゙ ｯﾃﾘ) 約0: 25/0: 40

②
特定重大事故等対処施設を構成する設備
(原子炉減圧用Ｎ２ボンベ) 

約0: 30

①
特定重大事故等対処施設を構
成する設備(ポンプ) 

約0: 30

② 常設電動注入ポンプ※4 約1: 15/0: 40 原子炉下部ｷｬﾋ゙ ﾃｨ 

水位ｽｲｯﾁ作動 

実績 

 /   ：   

③ B CHP(自己冷却) 約0: 40 

④ B CSP(ﾀｲﾗｲﾝ使用/自己冷却) 約0: 20/0: 50

⑤ 消火ポンプ(M/D) 約0: 25 

⑤ 消火ポンプ(D/D) 約0: 25 

⑤ 消防自動車 約0: 30 
原子炉容器破損 

予想・ 実績 

 /   ：   

⑥ 可搬型D注入P(淡水・ 海水) 約5: 20 

⑦ A RHRP(空調用冷水) 約0: 25 

炉
注
再
循
環

① B CSP(タイライン使用)再循環 約0: 15 

② AM用代替再循環ポンプ 約0: 30 

③ A RHRP(空調用冷水)再循環 約0: 25 

CV１Pd[392kPa] 

到達 

予想・ 実績 

 /   ：   

④ B SI P(海水冷却)再循環 ―  

Ｃ
／
Ｖ
注
入

①
特定重大事故等対処施設を構
成する設備(ポンプ) 

約0: 30 

② 常設電動注入ポンプ 約0: 40 

③ B CSP(自己冷却) 約0: 40 

④ 消火ポンプ(M/D) 約0: 25 

④ 消火ポンプ(D/D) 約0: 25 

CV２Pd[784kPa] 

到達 

予想・ 実績 

 /   ：   

④ 消防自動車 約0: 25 

⑤ 可搬型D注入P(淡水・ 海水) 約5: 20 

Ｃ
／
Ｖ
冷
却
・
減
圧

① C/V再循環ﾕﾆｯﾄ(CCWS加圧) 約1: 10 

② C/V再循環ﾕﾆｯﾄ(海水) 約12: 40 

③
特定重大事故等対処施設を構
成する設備(FV) 

― 

（ 注１） ○数字は、 SBO時の優先順位を記載  ◎緊急時対策本部の判断により優先順位に関係なく 実施する。 

※１ ： 凡例   ○： 運転中   Ｓ： 待機中（ 使用可能）    △： 設備に故障がなく 、 電源、 水源等のｻﾎ゚ ﾄー系機能喪失による使用不可 

        ▲： 準備中   ■： 確認中         ×： 設備の故障で使用不可     空欄： 未対応 

ＣＯＰ１

玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号

玄海４ 号機 設備状況シート
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年 月 日 時 分 現在（ ２ ／２ ）                  

機能
区分

ＤＢ・ 常用設備 ＳＡ ・ 使用可能設備 

設 備   
設備の 
状態※ 1 設 備   

使用 
可否※ 1

優先
順位

※ 3
準備開始時刻※ 2 所要時間 

(H: M) 
使用開始 

（ 予定） 時刻 

補
機
冷
却

SWP 

Ａ  

移動式大容量ポンプ車 

供 給 先   
・ B SIP 
・ 制御用空気圧縮機B  
・ 再循環ﾕﾆｯﾄA, B C/ V  
・ 空調用冷凍機C, D  
・ 可搬型ｶ゙ ｽｻﾝﾌ゚ ﾘﾝｸ゙ 冷却器 

約12: 40 

Ｂ  

Ｃ  

Ｄ  

CCWP 

Ａ  

Ｂ  

Ｃ  

Ｄ  

機能
区分

ＳＡ ・ 使用可能設備 

設 備   
使用 

可否※ 1

優先
順位

※ 3
準備開始時刻※ 2 所要時間 

(H: M) 
使用開始 

（ 予定） 時刻 

水
素
爆
発

防
止

電気式水素燃焼装置  ― 

アニュ ラ ス空気浄化フ ァ ン B  約0: 50 

水
素
濃
度
監
視

特定重大事故等対処施設を構成する設備 格納容器水素濃度 ( ) 常時監視 

可搬型格納容器水素濃度計測装置  約0: 35 

アニュ ラ ス水素濃度計測装置  ― 

水
源
確
保

中間受槽 
への供給 

① ２ 次系純水タ ンク  約2: 00 

② 原水タ ンク  約2: 00 

③ 取水用水中ポンプ 淡水・ 海水( )  約5: 20 

③ 水中ポンプ用発電機 約5: 20 

復水ピッ ト  
への供給 

復水タ ンク ピ ッ ト 補給用水中ポンプ( ) 注( ) 約3: 00 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ
の
注
水

① 燃料取替用水ピ ッ ト  約0: 20 

② 燃料取替用水補助タ ンク  約0: 20 

③ ２ 次系純水タ ンク  約0: 20 

④ 消火ポンプ (M/ D) 約2: 00 

⑤ 消火ポンプ (D/ D) 約2: 00 

⑥ 消防自動車 約0: 30 

⑦ 使用済燃料ピッ ト 補給用水中ポンプ  約5: 20 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
監
視

温度 ： 常設SFP      常時監視 

温度 ： 常設SFP (SA)   常時監視 

水位計 ： 常設SFP     常時監視 

水位計 ： 常設SFP (SA)  常時監視 

水位計 広域 ： 可搬SFP ( )  約2: 00 

監視装置用空気供給システム： 可搬SFP  約2: 00 

使用済燃料ピ ッ ト 周辺線量率計 ： 可搬  約2: 00 

Ｓ
Ｆ
Ｐ

ス
プ
レ
イ

可搬型 注入 淡水・ 海水D P( ) 約2: 00 

※ １ ： 凡例 

△： 運転中 Ｓ： 待機中（ 使用可能） ： 設備に故障がなく 、 電源、 水源等のｻﾎ゚ ﾄー系機能喪失による使用不可○         

： 準備中 ： 確認中 ： 設備の故障で使用不可 空欄： 未対応▲    ■          ×       

※ ２ ： 目視による設備確認の開始は、 準備開始時刻と はみなさ ない。  

※ ３ ： Ｓ Ａ設備の準備を開始（ 実施し ている戦略） した場合は、 優先順位（ 数字） を記入する。（ 準備開始時刻記載時）  

※ ４ ： 所要時間と の対比（ フ ロ ント ラ イ ン系及びサポート 系故障時／停止中の全交流動力電源喪失時）  

注 ： 中間受槽設置後に使用可能  

玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号  玄海４ 号 
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状 況 戦 略

電

源

優先順位 対策の概要 使用可否 準備開始 使用開始予定 使用開始

1  

2  

3  

4  

炉
心
損
傷
防
止

優先順位 対策の概要 使用可否 準備開始 使用開始予定 使用開始

1  

2  

3  

4  

格
納
容
器
破
損
防
止

優先順位 対策の概要 使用可否 準備開始 使用開始予定 使用開始

1  

2  

3  

4  

事象進展予測

炉心損傷防止 格納容器破損防止 

プラ ント 事象 予測  実績 プラ ント 事象 予測 実績

ＳＧﾄﾞ ﾗｲｱｳﾄ 
（ ＜広域 ％）10 ：/    ： 原子炉容器破損/    ：/   ：/   

炉心注水停止 

実績  

燃料露出 
（ 予測）  

燃料露出 
（ 実績）  

/    :  /    :  

炉心損傷 
（ 予測）  

炉心損傷 
（ 実績）  

/    :  /    :  

１ Ｐ ｄ 到達 
（ 予測）  

１ Ｐ ｄ 到達 
（ 実績）  

/    :  /    :  

ＣＶ スプレイ停止 

実績  

２ Ｐ ｄ 到達 
（ 予測）  

２ Ｐ ｄ 到達 
（ 実績）  

/    :  /    :  

通常と 同等の

放出経路

管理下にある

環境への放出

環境への

大量放出

ＣＯＰ ２

玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号                        

玄海３ 号機 戦略シート 年 月 日 時 分現在
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状 況 戦 略

電

源

優先順位 対策の概要 使用可否 準備開始 使用開始予定 使用開始

1  

2  

3  

4  

炉
心
損
傷
防
止

優先順位 対策の概要 使用可否 準備開始 使用開始予定 使用開始

1  

2  

3  

4  

格
納
容
器
破
損
防
止

優先順位 対策の概要 使用可否 準備開始 使用開始予定 使用開始

1  

2  

3  

4  

事象進展予測

炉心損傷防止 格納容器破損防止 

プラ ント 事象 予測  実績 プラ ント 事象 予測 実績

ＳＧﾄﾞ ﾗｲｱｳﾄ 
（ ＜広域 ％）10  ：/    ： 原子炉容器破損/    ：/   ：/   

玄海４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 玄海  ４ 号 

ＣＯＰ ２玄海４ 号機 戦略シート

炉心注水停止  

実績  

燃料露出 
（ 予測）  

燃料露出 
（ 実績）  

/    :  /    :  

炉心損傷 
（ 予測）  

炉心損傷 
（ 実績）  

/    :  /    :  

１ Ｐｄ 到達 
（ 予測）  

１ Ｐｄ 到達 
（ 実績）  

/    :  /    :  

ＣＶスプレイ停止  

実績  

２ Ｐｄ 到達 
（ 予測）  

２ Ｐｄ 到達 
（ 実績）  

/    :  /    :  

通常と 同等の

放出経路

管理下にある

環境への放出

環境への

大量放出

年 月 日 時 分現在
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ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝ

可搬型格納容器
水素濃度計測装置 

加圧器逃がし弁用

可 搬 型
バッテリ 窒素ﾎ゙ ﾝﾍ゙

格納容器雰囲気ｶ゙ ｽ
ｻﾝﾌ゚ ﾘﾝｸ゙ 圧縮装置

格納容器雰囲気ｶ゙ ｽ
サン プル冷却器

格納容器
再循環ﾕﾆｯﾄ

格納容器ｽﾌ゚ ﾚｲ
冷 却 器
(CVｽﾌ゚ ﾚｲｸー ﾗ)  

余熱除去
冷 却 器 
(RHRｸー ﾗ)  

主蒸気逃がし弁

主蒸気隔離弁

タービン動補助給水ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(T/D AFWP) 

電動補助給水ﾎ゚ ﾝﾌ゚ (M/D AFWP)

主給水ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(FWP) 

格納容器ｽﾌ゚ ﾚｲﾎ゚ ﾝﾌ゚ (CSP)
(B: 自己冷却) 

余熱除去ﾎ゚ ﾝﾌ゚ (RHRP)

高圧注入ﾎ゚ ﾝﾌ゚ (SI P)  
(B: 海水冷却) 

充てんﾎ゚ ﾝﾌ゚ (CHP)
(B: 自己冷却) 原子炉補機

冷却水冷却器
(CCWｸー ﾗ)  

可搬型ﾃ゙ ｨ ｾー゙ ﾙ
注 入 ﾎﾟ ﾝﾌ゚  

中間受槽

使用済燃料ﾋ゚ ｯﾄ
補給用水中ﾎ゚ ﾝﾌ゚

使用済燃料ﾋ゚ ｯﾄ
(SFP)  

海水ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(SWP)  

原子炉補機冷却水ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(CCWP) 

原子炉補機
冷却水ｻー ｼ゙ ﾀﾝｸ
(CCWｻー ｼ゙ ﾀﾝｸ)

窒素ﾎﾞ ﾝﾍﾞ
(原子炉補機冷
却水ｻーｼ゙ ﾀﾝｸ用)

蓄電池
(重大事故等対処用) 直流電源用発電機

発電機車(中容量)

大容量空冷式発電機

蓄電池
(安全防護系用)

予 備
変圧器 
(ETr)  

主変圧器
(MTr)  

所 内
変圧器 
(HTr)  4G 3G

A
DG

主給水制御弁

取水用水中ﾎ゚ ﾝﾌ゚

220kV送電線500kV送電線

移動式大容量
ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 車

加圧器

加圧器逃がし弁

制御棒

原子炉
容 器
(R/V)  

１ 次冷却材ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(RCP)  

蒸気発生器
(SG) 

格納容器再循環ｻﾝﾌ゚

Ｍ

Ｍ

Ｍ

※２※４

※２ ※３

※２ ※３

※２
※４

※２
※３

屋外へ

※２ ※３

※３

※１

窒素ﾎ゙ ﾝﾍ゙

主 蒸 気
逃がし弁用 

復水ﾀﾝｸ（ ﾋ゚ ｯﾄ）
補給用水中ﾎ゚ ﾝﾌ゚

【 補機冷却水系統】  

【 電源系統】  

【 交流】  

【 直流】  

ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝ弁用 

窒素ﾎ゙ ﾝﾍ゙  

電気式水素
燃焼装置 
(ｲｸ゙ ﾅｲﾀ)  

B
DG

ﾃ゙ ｨ ｾー゙ ﾙ発電機 

4号発電機 3号発電機 

※１SFPｽﾌ゚ ﾚｲ

    年   月   日    時   分 現在 

タービン

発電機

スプレイヘッダ

静的触媒式 
水素再結合装置

(PAR) 

原子炉格納容器（ C/V）

排気筒

ア

ニ

ュ

ラ

ス

部

復水ﾀﾝｸ

燃料取替用水
ﾀﾝｸ(RWST)  

※１

蓄圧タンク
(ACCT)  

Ｍ

原子炉下部
キャビティ

※１

常設電動注入ﾎ゚ ﾝﾌ゚

タービン動補助
給水ﾎ゚ ﾝﾌﾟ  

補助(非常用)油
ﾎ゚ ﾝﾌ゚ 用 

可 搬 型
バッテリ

加圧器逃がし
タンクへ 

凡例 〇： 運転中 △： 設備に故障がなく 、電源、水源等の 
サポート系機能喪失による使用不可 

   ▲： 準備中 ×： 設備の故障で使用不可 
   ■： 確認中 Ｓ： 待機中（ 使用可能）  

なお、常用機器で複数の機器を有するものには、 
それぞれの状況を記載する。［（ 例） Ａ〇 Ｂ△］  

玄海３ 号機 概略系統図

Ａ：   Ｂ：   Ｃ：   Ｄ：  

Ａ：   Ｂ：

Ａ：   Ｂ：

Ａ：   Ｂ：

Ａ：   Ｂ：   Ｃ：  

Ａ：   Ｂ：

Ａ：   Ｂ：   
Ｃ：   Ｄ：  

Ａ：   Ｂ：   
Ｃ：   Ｄ：  

発電機車(高圧)

玄海３号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３ 号 玄海３号 玄海３号 玄海３号 玄海３号 玄海３号 玄海３ 号 玄海３号 玄海３号 玄海３号

ＣＯＰ３

特定重大事故等対処
施設を構成する設備

（ Ｆ Ｖ）  

特定重大事故等対処
施設を構成する設備

（ PAR）  

特定重大事故等対処
施設を構成する設備 

(原子炉減圧用N2ボンベ)

特定重大事故等対処
施設を構成する設備

（ ポンプ）  

特定重大事故等対処
施設を構成する設備

（ 貯水槽）  

特定事故等対処施設を 
構成する設備（ 発電機）  

【 交流】  

蓄電池
(３系統目)
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ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝ

可搬型格納容器
水素濃度計測装置 

格納容器雰囲気ｶ゙ ｽ
ｻﾝﾌ゚ ﾘﾝｸ゙ 圧縮装置

格納容器雰囲気ｶ゙ ｽ
サン プル冷却器

格納容器
再循環ﾕﾆｯﾄ

主蒸気逃がし弁

主蒸気隔離弁

タービン動補助給水ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(T/D AFWP) 

電動補助給水ﾎ゚ ﾝﾌ゚ (M/D AFWP)

主給水ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(FWP)  

常設電動注入ﾎ゚ ﾝﾌ゚

高圧注入ﾎ゚ ﾝﾌ゚ (SI P)
 (B: 海水冷却) 

原子炉補機
冷却水冷却器

(CCWｸー ﾗ)  

可搬型ﾃ゙ ｨ ｾー゙ ﾙ
注 入 ﾎﾟ ﾝﾌ゚  

中間受槽

使用済燃料ﾋ゚ ｯﾄ
補給用水中ﾎ゚ ﾝﾌ゚

使用済燃料ﾋ゚ ｯﾄ
(SFP)  

海水ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(SWP) 

原子炉補機冷却水ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(CCWP)  

原子炉補機
冷却水ｻー ｼ゙ ﾀﾝｸ
(CCWｻー ｼ゙ ﾀﾝｸ)

窒素ﾎﾞ ﾝﾍﾞ
(原子炉補機冷
却水ｻー ｼ゙ ﾀﾝｸ用)

主給水制御弁

取水用水中ﾎ゚ ﾝﾌ゚

移動式大容量
ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 車

加圧器

制御棒

原子炉
容 器
(R/V)  

１ 次冷却材ﾎ゚ ﾝﾌ゚
(RCP)  

蒸気発生器
(SG)  

格納容器再循環ｻﾝﾌ゚

Ｍ

Ｍ

※２※４

※１

※２
※４

※２
※３

屋外へ

※２ ※３

※３

※１

復水ﾀﾝｸ（ ﾋ゚ ｯﾄ）
補給用水中ﾎ゚ ﾝﾌ゚

【 補機冷却水系統】  

電気式水素
燃焼装置 
(ｲｸ゙ ﾅｲﾀ)  

※１SFPｽﾌ゚ ﾚｲ

タービン

発電機

スプレイヘッダ

原子炉格納容器（ C/V）

排気筒

ア

ニ

ュ

ラ

ス

部

復水ﾋ゚ ｯﾄ

燃料取替用水
ﾋ゚ ｯﾄ(RWSP) 

蓄圧タンク
(ACCT)  

原子炉下部
キャビティ

ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝ弁用 

窒素ﾎ゙ ﾝﾍ゙

Ｍ

格納容器ｽﾌ゚ ﾚｲﾎ゚ ﾝﾌ゚ (CSP)
(B: 自己冷却) 

※２ ※３

格納容器ｽﾌ゚ ﾚｲ
冷 却 器
(CVｽﾌ゚ ﾚｲｸー ﾗ)  

余熱除去
冷 却 器 
(RHRｸー ﾗ)  

※２ ※３ 余熱除去ﾎ゚ ﾝﾌ゚ (RHRP)

充てんﾎ゚ ﾝﾌ゚ (CHP)
(B: 自己冷却) 

タービン動補助
給水ﾎ゚ ﾝﾌﾟ  

補助(非常用)油
ﾎ゚ ﾝﾌ゚ 用 

可 搬 型
バッテリ

加圧器逃がし
タンクへ 

加圧器逃がし弁

※１

凡例 〇： 運転中 △： 設備に故障がなく 、電源、水源等の 
サポート系機能喪失による使用不可 

   ▲： 準備中 ×： 設備の故障で使用不可 
   ■： 確認中 Ｓ： 待機中（ 使用可能）  

なお、常用機器で複数の機器を有するものには、 
それぞれの状況を記載する。［（ 例） Ａ〇 Ｂ△］  

Ｍ

Ａ：   Ｂ：  

Ａ：   Ｂ：   Ｃ：  

Ａ：   Ｂ：  

Ａ：   Ｂ：  

Ｃ：   Ｄ：  

Ａ：   Ｂ：  

Ｃ：   Ｄ：  

Ａ：   Ｂ：   Ｃ：   Ｄ：  

Ａ：   Ｂ：  

Ａ：   Ｂ：  

ＣＯＰ３
    年   月   日    時   分 現在 

玄海４ 号機 概略系統図

玄海４号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４ 号 玄海４号 玄海４号 玄海４号 玄海４号 玄海４号 玄海４ 号 玄海４号 玄海４号 玄海４号

窒素ﾎ゙ ﾝﾍ゙

主 蒸 気
逃がし弁用 

特定重大事故等対処
施設を構成する設備

（ Ｆ Ｖ）  

静的触媒式 
水素再結合装置

(PAR) 

特定重大事故等対処
施設を構成する設備

（ PAR）  

加圧器逃がし弁用

可 搬 型
バッテリ 窒素ﾎ゙ ﾝﾍ゙

特定重大事故等対処
施設を構成する設備 

(原子炉減圧用N2ボンベ)

特定重大事故等対処
施設を構成する設備

（ ポンプ）  

特定重大事故等対処
施設を構成する設備

（ 貯水槽）  

蓄電池
(重大事故等対処用) 直流電源用発電機

発電機車(中容量)

大容量空冷式発電機

蓄電池
(安全防護系用)

予 備
変圧器 
(ETr)  

主変圧器
(MTr)  

所 内
変圧器 
(HTr)  3G 4G

A
DG

220kV送電線500kV送電線【 電源系統】  

【 交流】  

【 直流】  

B
DG

ﾃ゙ ｨ ｾー゙ ﾙ発電機 

3号発電機 4号発電機 

発電機車(高圧)

特定事故等対処施設を 
構成する設備（ 発電機）  

【 交流】  

蓄電池
(３系統目)
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連 絡 メ モ 号 機     記入時刻 ：     

種 別  

Ｅ Ａ Ｌ プラ ント 状況 火災 けが アク セスルート             

電源 ＳＦ Ｐ その他（ ）                       

内 容  

発生時刻 発生事象 

対象号機、 事象発生時刻・ 操作着手／完了予定時刻について明確に記載する 。
状況に 応じ 、 事象の記載だけではなく 、 入手でき た付加的な情報や根拠を 口頭
にて説明する （ 事実から 展開さ れる 次のス テ ッ プ や予測さ れる 進展など ）

28



号機 １ 号機 ２ 号機 ３ 号機 ４ 号機 

水 位

（ ｍ）  ：N W L EL. 11. 04 ：N W L EL. 11. 04 ：N W L EL. 10. 87 
記載値：AL EL.  9. 46 

：N W L EL. 10. 87 
記載値：AL EL.  9. 46

温 度  

℃（ ）  

沸騰までの時間 

（ 予測）  

保管数 
／ 

燃料貯蔵容量 
（ ／ ３ ２ ４ ） （ ／ ４ ０ ０ ） （ ／１ ４ ５ ０ ） （ ／１ ５ ０ ４ ）                   

備 考  

沸騰までの時間（ 予測） における

前提条件 

・ ＳＢＯにより ＳＦ Ｐ冷却機能喪失 

・ 初期水量： 水位低警報時の水量 

℃・ 初期水温：    

沸騰までの時間（ 予測） における

前提条件 

・ ＳＢＯにより ＳＦ Ｐ冷却機能喪失 

・ 初期水量： 水位低警報時の水量 

℃・ 初期水温：    

玄海原子力発電所 ＳＦ Ｐ 状況  
（ 現在）         
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（ 第 報）    

玄海原子力発電所 

原災法及び原子力災害対策指針に基づく Ｅ ＡＬ 整理表 

Ｅ
Ａ
Ｌ
区
分

警戒事態に該当する事象（ ＡＬ ）  
施設敷地緊急事態に該当する事象（ ＳＥ ）  

（ 原災法第 条第 項に該当する事象）10 1  

全面緊急事態に該当する事象（ ＧＥ ）  

（ 原災法第 条第 項に該当する事象）15 1  

EAL 

番号
Ｅ Ａ Ｌ 略称 

EAL

番号
Ｅ Ａ Ｌ 略称 

ＥＡＬ  

の発令 

状態 

EAL 

番号
ＥＡ Ｌ 略称 

ＥＡＬ  

の発令 

状態 

放
射
線
量
・
放
射
性
物
質
放
出

－ － －  ＳＥ０１
敷地境界付近の放射線量 

の上昇 
ＧＥ０１ 

敷地境界付近の放射線量 

の上昇 

－ － －  ＳＥ０２
通常放出経路での 

気体放射性物質の放出 

１ ２  

３ ４ 
ＧＥ０２ 

通常放出経路での 

気体放射性物質の放出 

１ ２  

３ ４ 

－ － －  ＳＥ０３
通常放出経路での 

液体放射性物質の放出 

１ ２  

３ ４ 
ＧＥ０３ 

通常放出経路での 

液体放射性物質の放出 

１ ２  

３ ４ 

－ － －  ＳＥ０４
火災爆発等に よ る 管理区域外

での放射線の放出 

１ ２  

３ ４ 
ＧＥ０４ 

火災爆発等によ る 管理区域外

での放射線の異常放出 

１ ２  

３ ４ 

－ － －  ＳＥ０５
火災爆発等に よ る 管理区域外

での放射性物質の放出 

１ ２  

３ ４ 
ＧＥ０５ 

火災爆発等によ る 管理区域外

での放射性物質の異常放出 

１ ２  

３ ４ 

－ － －  ＳＥ０６
施設内 原子炉外 臨界事故( )

のおそれ 
ＧＥ０６ 

施設内 原子炉外 での臨界( )

事故 

止
め
る

ＡＬ１１ 
原子炉停止機能の異常又は

異常のおそれ 
３ ４ － － －  ＧＥ１１ 

全て の原子炉停止操作の

失敗 
３ ４ 

冷
や
す

ＡＬ２１ 原子炉冷却材の漏えい ３ ４ ＳＥ２１

原子炉冷却材漏え い 時に

おける 非常用炉心冷却装置

による一部注水不能

３ ４ ＧＥ２１ 

原子炉冷却材漏えい時にお

ける非常用炉心冷却装置に

よる注水不能 

３ ４ 

ＡＬ２４ 
蒸気発生器給水機能喪失 

のおそれ 
３ ４ ＳＥ２４ 蒸気発生器給水機能の喪失 ３ ４ ＧＥ２４ 

蒸気発生器給水機能喪失後の

非常用炉心冷却装置注水不能 
３ ４ 

ＡＬ２５ 
非常用交流高圧母線喪失 

又は喪失のおそれ 
３ ４ ＳＥ２５

非常用交流高圧母線の

３ ０ 分間以上喪失 
３ ４ ＧＥ２５ 

非常用交流高圧母線の

１ 時間以上喪失 
３ ４ 

－ － －  ＳＥ２７ 直流電源の部分喪失 ３ ４ ＧＥ２７ 
全直流電源の５ 分間以上 

喪失 
３ ４ 

－ － －  － － －  ＧＥ２８ 炉心損傷の検出 ３ ４  

ＡＬ２９ 
停止中の原子炉冷却機能 

の一部喪失 
３ ４ ＳＥ２９

停止中の原子炉冷却機能の

喪失 
３ ４ ＧＥ２９ 

停止中の原子炉冷却機能の

完全喪失 
３ ４ 

ＡＬ３０ 
使用済燃料貯蔵槽の冷却 

機能喪失のおそれ 
３ ４ ＳＥ３０

使用済燃料貯蔵槽の冷却機

能喪失 
３ ４ ＧＥ３０ 

使用済燃料貯蔵槽の冷却機

能喪失・ 放射線放出 
３ ４ 

閉
じ
込
め
る

－ － －  ＳＥ４１
格納容器健全性喪失の 

おそれ 
３ ４ ＧＥ４１ 格納容器圧力の異常上昇 ３ ４ 

ＡＬ４２ 
単一障壁の喪失又は喪失の

おそれ 
３ ４ ＳＥ４２

２ つの障壁の喪失又は喪失

のおそれ 
３ ４ ＧＥ４２ 

２ つの障壁の喪失及び１ つの

障壁の喪失又は喪失のおそ れ 
３ ４ 

－ － －  ＳＥ４３
原子炉格納容器圧力逃がし

装置の使用 
３ ４  － － －  

そ
の
他
脅
威

ＡＬ５１ 
原子炉制御室他の機能喪失

のおそれ 
３ ４ ＳＥ５１

原子炉制御室他の一部機能 

喪失・ 警報喪失 
３ ４ ＧＥ５１ 

原子炉制御室他の機能 

喪失・ 警報喪失 
３ ４ 

ＡＬ５２ 
所内外通信連絡機能の一部

喪失 
ＳＥ５２

所内外通信連絡機能の全て

喪失 
－ － －  

ＡＬ５３ 
重要区域での火災・ 溢

いつ

水による

安全機能の一部喪失のおそ れ 
３ ４ ＳＥ５３

火災・ 溢
いつ

水による安全機能

の一部喪失 
３ ４ － － －  

－ 

（ 原子力規制委員会委員長

又は委員長代行が警戒本部

の設置を判断した場合）  

１ ２  

３ ４ 
ＳＥ５５

防護措置の準備及び一部 

実施が必要な事象発生 

１ ２  

３ ４ 
ＧＥ５５ 

住民の避難を開始する必要

がある事象発生 

１ ２  

３ ４ 

事
業
所
外
運
搬

－ － －  
ＸＳＥ

６１ 

事業所外運搬での放射線量

の上昇 

ＸＧＥ

６１ 

事業所外運搬での放射線量

の異常上昇 

－ － －  
ＸＳＥ 

６２ 

事業所外運搬での放射性 

物質漏えい 

ＸＧＥ

６２ 

事業所外運搬での放射性 

物質の異常漏えい 

Ｅ Ａ Ｌ 状態 ： 発生 ： 解除   ○   ○  

該当する 号機に〇を 記載 例   ３ ， ４  

ＥＡ Ｌ  

の発令 

状態 

訓練

30



原子力施設事態即応センター

通報連絡ブース

対
策
総
本
部
会
議

大
画
面
マ
ル
チ
モ
ニ
タ

ｽｷｬﾅｰ

天井吊下げﾓﾆﾀｰ TV各局

社内TV会議専用ﾌﾞｰｽ

キャビ
ネット

キャビ
ネット

キャビ
ネット

キャビ
ネット

キャビ
ネット

キャビ
ネット

支援班

復旧支援班

広報班

原子力技術班

総括班

指令部

九電
ERC対応者

規制庁ブース

地域支援班

規制庁

天井吊下げ

FAX 放送
関係
機器

通信
ﾗｯｸ

FAX
送受信

ﾌﾟﾘﾝﾀ

社内TV
会議ﾓﾆﾀｰ

ﾓﾆﾀｰﾓﾆﾀｰﾓﾆﾀｰ

ﾓﾆﾀｰ ﾓﾆﾀｰ

情報掲示スペース

情報コントロール
ブース

国通報連絡者

書画

天井吊下げ

国TV会議①
ﾓﾆﾀｰ

国
Ｔ
Ｖ
会
議
①

ﾓﾆﾀｰ

社
内
Ｔ
Ｖ
会
議

モニタリングチーム

国TV会議②
ﾏﾙﾁﾓﾆﾀ
操作PC

ﾌﾟﾗﾝﾄ映像監視

社内TV会議
後方支援連絡用

書画

国TV会議②
ｺﾝﾄﾛｰﾗ

社内PC

社内PHS

国TV会議①
ｺﾝﾄﾛｰﾗ

卓上ﾓﾆﾀｰ

社内TV会議
ＯＦＣ連絡用

社内ＴＶ会議
カメラ

ｺﾋﾟｰ機

ｺﾋﾟｰ機
(複合機)

資料④
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運転支援班

総括班

国関係者(3名)

玄海原子力発電所 代替緊急時対策所 レイアウト図

安全管理班

保修班 広報班

総務班
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ERC 対応ブース 配席図 役割分担

総 括 班

各班サポート

④ 発話者３
・ 質問対応
・ 進展予測
・ プラ ント状況把握
・ 確認ERSS

③ 発話者２
・ 関係説明EAL
（ 先読みした次のｽﾃー ｼ゙
〔 〕 と なる該当SE→GE
条件説明含む）

・ プラント状況把握
・ 確認ERSS

② 発話者１
・ 全プラ ント 状況 方針( )
・ 情報共有シート
（ 概略系統図、 設備状況ｼー

ﾄ、 戦略ｼー ﾄ） の説明
・ 通報 説明（ 報告してFAX

いない内容に限る）
・ 確認ERSS

① 全体総括
・ 対応ブースERC

内の全体総括
・ 各班との連携
・ 発話者サポート

（ 備付資料提示等）

⑦ 総括班と の
ｶｳﾝﾀー ﾊ゚ ﾄー＊

・ への発話ERC
内容確認

・ 全体総括ｻﾎ゚ ﾄー

⑧ さ きもり 君
担当

・ さ きもり 君の
内容確認

⑩ リエゾン連絡担当
・ プラ ント班ERC

リ エゾンから の
質問対応

・ 傷病者続報等

⑨ リ エゾン資
料送付担当

・ リ エゾンERC
への送付

国
Ｔ
Ｖ
会
議

I P-FAX

社
内

Ｔ
Ｖ
会
議

対応ブースERC

連絡メ モ

＊イ ヤホンにより 社内 会議聞き取りTV

⑤ 情報入手者１＊
・ 発話者への情報

共有

⑥ 情報入手者２＊
・ 発話者への情報

共有

総括班ｶｳﾝﾀー ﾊ゚ ﾄー＊

⑪ ⑫ ⑬ 質問対応者

各 班

※ 発話ポイ ント に基づき情報共有を実施

書画装置の切替えは発話者で実施
また、 書画へ掲示する資料の準備は、 全体総括、 発話者、
さ きもり 君担当が連携して実施

「 付加的な情報や根拠」 を各班と 連携し、 発話者へ状況■
に応じ助言（ サポート ） する。

連
携

補
助

原
⼦
⼒
技
術
班

協働

資料⑤
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Ｅ ＲＣ配備資料一覧

資 料 名

１ ． 発電所周辺地図 
① 発電所周辺地域地図（ １ ／２ ５ ， ０ ０ ０ ）  
② 発電所周辺地域地図（ １ ／５ ０ ， ０ ０ ０ ）  

２ ． 発電所周辺航空写真パネル 

３ ． 発電所気象観測データ  
① 統計処理データ  
② 毎時観測データ  

４ ． 発電所周辺環境モニタ リ ング関連データ  
① 空間線量モニタ リ ング配置図  
② 環境試料サンプリ ング位置図  
③ 環境モニタ リ ング測定データ  

５ ． 発電所周辺人口関連データ  
① 方位別人口分布図  
② 集落の人口分布図  
③ 市町村人口表  

６ ． 主要系統模式図（ 各ユニッ ト ）  

７ ． 原子炉設置許可申請書（ 各ユニッ ト ）  

８ ． 系統図及びプラ ント配置図 
① 系統図  
② プラ ント 配置図  

９ ． プラ ント 関連プロセス及び放射線計測配置図（ 各ユニッ ト ）  

． プラ ント 主要設備概要（ 各ユニッ ト ）10  

． 原子炉安全保護系ロジッ ク 一覧表（ 各ユニッ ト ）11  

． 規定類12  
① 原子炉施設保安規定  
② 原子力事業者防災業務計画  

． 原子力防災に係る概要資料13  

資料⑥
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中央制御室

総括班 ERC対応ブ ー ス
運転支援班

総括班
支援班 地域支援原子力技術班

原子力訓練
センター 班

本部長
副本部長

復旧支援班 広報班

情報共有フ ロ ー （① ＥＡＬ、② プ ラ ン ト状況、③ 進展予測と 事故収束対応戦略、④ 戦略の 進捗、⑤ ＥＲＣ質問回答）

ＥＲＣプ ラ ン ト
班

本店対策本部（本店即応セ ン ター ）発電所対策本部（緊急時対策所） 「社内TV会議マ イク 常時ON」
ＥＲＣプ ラ ント
班リ エ ゾン当直課長（当直） 本部長

副本部長
（号炉毎指揮者）

炉主任 総括班 運転班 保修班 安全管理班 総務班 広報班 土木建築班

プラ ン ト状況

変化

事象発見

プ ラ ン ト状況

ＥＡＬ条件成立

報告

ＥＡＬ番号、事象発生時刻、判断根拠等の 報告

ＥＡＬ条件

成立確認

発話聞き取り

通報 ＦＡＸ

の 送信

社内ＴＶ会議、ＥＲＳＳ 、ＳＰＤＳ、ＳＰＤＳ－Ｗｅｂ【玄海原子力防災訓練時は ＥＲＳＳ使用】

社内ＰＣ【原子力災害情報シ ス テ ム 】（さき もり 君）

発話聞き取り

プ ラ ン ト状況等（ＥＡＬ番号、判断時間、判断根拠、体制発令時間等）を さき もり 君に 入力

ＩＰ―ＦＡＸ

通報 ＦＡＸ

受領

通報ＦＡＸ

受領,配布

プ ラ ン ト状況、

機器の 動作、

準備状況の

報告

マ イ ク

ＦＡＸ

・加入電話（ＮＴＴ）

・保安電話

・統合原子力防災ＮＷ（地上系、衛星系）

発電所―本店 ブ リ ー フ ィ ン グ

※ １：緊急事態区分が 遷移す る 場合

印刷

配布

さきもり君に て

時系列を 確認

携帯電話

プ ラ ン ト状況の

重大情報は

迅速に 報告

報告

報告

通報文案作成

通報連絡指示 通報文案

報告・チ ェ ッ ク

プ ラ ン ト状況入手

電話連絡 電話連絡

社内ＴＶ会議発話聞き取り（イ ヤ ホ ン 又は ス ピ ー カ ）

警報,監視,
測定,報告等

プ ラ ン ト状況等

の 確認

発話聞取り

（イ ヤ ホン ）

カ ウ ン ター パ ー ト

プ ラ ン ト状況

ＥＡＬ等の 発話

マ イ ク

プ ラ ン ト状況等

の 報告内容

確認

発話者サ ポ ー ト

全体総括

発話聞取り

（イ ヤ ホ ン ）

情報入手者

発話聞取り

（イ ヤ ホ ン ）

・ＥＲＣへ の 発

話内容確認

カ ウ ン ター パ ー ト

質問対応者

３名

（全体総括と

連携）

質問対応担当
（発話者と連携）

ＥＲＣリ エ ゾン

連絡担当

情報共有（情報共有シー ト、備付資料、ＴＶ会議、ＥＲＳＳ画面、書画、ＩＰ-電話、ＩＰ-ＦＡＸ）

総括班員

ＰＨＳ

衛星電話設備

体制発令※ 1

プ ラ ン ト状況等を 各班ＥＲＣ対応ブ ー ス へ 情報共有（ＥＲＣ対応ブ ー ス を サ ポ ー ト）

社内ＴＶ会議シス テ ム

体制発令※ 1
具申

体制発令報告

支援状況、進展

予測等の 報告

通報ＦＡＸの

送信

プ ラ ン ト状況の 重大情報

ＥＡＬ該当、戦略方針等の 報告

事象判断

発話聞き取り 発話聞き取り

ＥＡＬ成立

条件確認

プ ラ ン ト状況変化、ＥＡＬ等の 発話

③ 進展予測と 事故収束対応戦略、④ 戦略の 進捗状況

プ ラ ン ト状況入手

パ ラ メー タ、設備の 運

転状況を 情報収集
設備状況を

情報収集

プ ラ ン ト情報

収集
対応戦略確認

設備状況シー トに よ り

事故収束対応戦略の

変更を 検討

支援内容等を さき もり 君に 入力

共有フ ォ ル ダ で共有

ＥＲＣへ の ＦＡ

Ｘ送信担当

印刷手渡し

本店と 連携

伝達ＥＲＣへ ＦＡＸ

した 資料

ＥＲＣか ら 質問

ＥＲＣか ら 要望

伝達

マ イ ク 音量

書画見え 方

運転基準印刷

質問内容に 応じ、発電所と 連携

⑤ ＥＲＣプ ラ ント班へ の 質問回答

設備状況シー

トを 確認

概略系統図

質問回答票

進展予測

本店と の カ ウ ン ター パ ー ト配置

共有

作成

作成

本部内

ブ リ ー フ ィン グ

①発話者

（全体総括）

説明・配布

終版共有（共有フ ォ ル ダ で共有）

備付け 資料補足

説明

10条確認会議

15条認定会議

① ＥＡＬ、② プ ラン ト状況変化等の 発話（基本報告ル ー ト）

設備状況シー トに 使用可否機器、設備の 準備状況等を 作成

総括班長

総括班長
情報共有、対応依頼等（社内ＴＶ会議シ ス テ ム ）

全
体
総
括
者
錯
綜
時

マ イ ク

回答

電話連絡

メモ *等

メモ *等

＊必要に 応じ、連絡メモ の 記載内容を 書画装置を 活用し視覚的に もＥＲＣへ 情報共有

発話者

プラント状況確認

ＥＲＳＳ確認

① プラント状況説明

通報ＦＡＸ説明

② ＥＡＬ関係

③ 質問対応

進展予測

設備状況ｼｰﾄ、

戦略シ ー ト、

概略系統図を

セ ッ ト

状況に 応じ 戦略事前

口頭説明

変更時

傷病者等の

続報情報

伝達

発話者サ ポ ー ト③発話者

③発話者

協働

発生事象、事象進展の 予測(（炉心損傷、原子炉容器破損、格納容器破損）、事故収束対応

戦略シー ト

リ
エ
ゾ
ン
質
問

ＥＡＬ該当判断

一覧表
作成

ＥＡＬ判断時刻

資料⑦
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中央制御室

総括班 ERC対応ブ ー ス
運転支援班

総括班
支援班 地域支援原子力技術班

原子力訓練
センター 班

本部長
副本部長

復旧支援班 広報班

情報共有フ ロ ー （① ＥＡＬ、② プ ラ ン ト状況、③ 進展予測と 事故収束対応戦略、④ 戦略の 進捗、⑤ ＥＲＣ質問回答）

ＥＲＣプ ラ ン ト
班

本店対策本部（本店即応セ ン ター ）発電所対策本部（緊急時対策所） 「社内TV会議マ イク 常時ON」
ＥＲＣプ ラ ント
班リ エ ゾン当直課長（当直） 本部長

副本部長
（号炉毎指揮者）

炉主任 総括班 運転班 保修班 安全管理班 総務班 広報班 土木建築班

プラ ン ト状況

変化

事象発見

プ ラ ン ト状況

ＥＡＬ条件成立

報告

ＥＡＬ番号、事象発生時刻、判断根拠等の 報告

ＥＡＬ条件

成立確認

発話聞き取り

通報 ＦＡＸ

の 送信

社内ＴＶ会議、ＥＲＳＳ 、ＳＰＤＳ、ＳＰＤＳ－Ｗｅｂ【玄海原子力防災訓練時は ＥＲＳＳ使用】

社内ＰＣ【原子力災害情報シ ス テ ム 】（さき もり 君）

発話聞き取り

プ ラ ン ト状況等（ＥＡＬ番号、判断時間、判断根拠、体制発令時間等）を さき もり 君に 入力

ＩＰ―ＦＡＸ

通報 ＦＡＸ

受領

通報ＦＡＸ

受領,配布

プ ラ ン ト状況、

機器の 動作、

準備状況の

報告

マ イ ク

ＦＡＸ

・加入電話（ＮＴＴ）

・保安電話

・統合原子力防災ＮＷ（地上系、衛星系）

発電所―本店 ブ リ ー フ ィ ン グ

※ １：緊急事態区分が 遷移す る 場合

印刷

配布

さきもり君に て

時系列を 確認

携帯電話

プ ラ ン ト状況の

重大情報は

迅速に 報告

報告

報告

通報文案作成

通報連絡指示 通報文案

報告・チ ェ ッ ク

プ ラ ン ト状況入手

電話連絡 電話連絡

社内ＴＶ会議発話聞き取り（イ ヤ ホ ン 又は ス ピ ー カ ）

警報,監視,
測定,報告等

プ ラ ン ト状況等

の 確認

発話聞取り

（イ ヤ ホン ）

カ ウ ン ター パ ー ト

プ ラ ン ト状況

ＥＡＬ等の 発話

マ イ ク

プ ラ ン ト状況等

の 報告内容

確認

発話者サ ポ ー ト

全体総括

発話聞取り

（イ ヤ ホ ン ）

情報入手者

発話聞取り

（イ ヤ ホ ン ）

・ＥＲＣへ の 発

話内容確認

カ ウ ン ター パ ー ト

質問対応者

３名

（全体総括と

連携）

質問対応担当
（発話者と連携）

ＥＲＣリ エ ゾン

連絡担当

情報共有（情報共有シー ト、備付資料、ＴＶ会議、ＥＲＳＳ画面、書画、ＩＰ-電話、ＩＰ-ＦＡＸ）

総括班員

ＰＨＳ

衛星電話設備

体制発令※ 1

プ ラ ン ト状況等を 各班ＥＲＣ対応ブ ー ス へ 情報共有（ＥＲＣ対応ブ ー ス を サ ポ ー ト）

社内ＴＶ会議シス テ ム

体制発令※ 1
具申

体制発令報告

支援状況、進展

予測等の 報告

通報ＦＡＸの

送信

プ ラ ン ト状況の 重大情報

ＥＡＬ該当、戦略方針等の 報告

事象判断

発話聞き取り 発話聞き取り

ＥＡＬ成立

条件確認

プ ラ ン ト状況変化、ＥＡＬ等の 発話

③ 進展予測と 事故収束対応戦略、④ 戦略の 進捗状況

プ ラ ン ト状況入手

パ ラ メー タ、設備の 運

転状況を 情報収集
設備状況を

情報収集

プ ラ ン ト情報

収集
対応戦略確認

設備状況シー トに よ り

事故収束対応戦略の

変更を 検討

支援内容等を さき もり 君に 入力

共有フ ォ ル ダ で共有

ＥＲＣへ の ＦＡ

Ｘ送信担当

印刷手渡し

本店と 連携

伝達ＥＲＣへ ＦＡＸ

した 資料

ＥＲＣか ら 質問

ＥＲＣか ら 要望

伝達

マ イ ク 音量

書画見え 方

運転基準印刷

質問内容に 応じ、発電所と 連携

⑤ ＥＲＣプ ラ ント班へ の 質問回答

設備状況シー

トを 確認

概略系統図

質問回答票

進展予測

本店と の カ ウ ン ター パ ー ト配置

共有

作成

作成

本部内

ブ リ ー フ ィン グ

①発話者

（全体総括）

説明・配布

終版共有（共有フ ォ ル ダ で共有）

備付け 資料補足

説明

10条確認会議

15条認定会議

① ＥＡＬ、② プ ラン ト状況変化等の 発話（基本報告ル ー ト）

設備状況シー トに 使用可否機器、設備の 準備状況等を 作成

総括班長

総括班長
情報共有、対応依頼等（社内ＴＶ会議シ ス テ ム ）

全
体
総
括
者
錯
綜
時

マ イ ク

回答

電話連絡

メモ *等

メモ *等

＊必要に 応じ、連絡メモ の 記載内容を 書画装置を 活用し視覚的に もＥＲＣへ 情報共有

発話者

プラント状況確認

ＥＲＳＳ確認

① プラント状況説明

通報ＦＡＸ説明

② ＥＡＬ関係

③ 質問対応

進展予測

設備状況ｼｰﾄ、

戦略シ ー ト、

概略系統図を

セ ッ ト

状況に 応じ 戦略事前

口頭説明

変更時

傷病者等の

続報情報

伝達

発話者サ ポ ー ト③発話者

③発話者

協働

発生事象、事象進展の 予測(（炉心損傷、原子炉容器破損、格納容器破損）、事故収束対応

戦略シー ト

リ
エ
ゾ
ン
質
問

青：2022年度玄海訓練を踏ま え た 更なる改善点

ＥＡＬ該当判断

一覧表
作成

ＥＡＬ判断時刻

資料⑧
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資料⑨

個人情報のため非開示
個人情報の
ため非開示

個人情報のため非開示
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2 

【 Ｅ ＲＣ対応ブース要員リ スト （ 本店在籍者）】  

氏名 全体総括 
発話者１  

（ プラ ント 状況）

発話者２  

（ 質問対応）

発話者３  

（ 説明）EAL

1 ●  ●  ●  ― 

2 ●  ●  ●  ― 

3 〇 ●  ●  ― 

4 ― ― ― ●  

5 ― ― ― ●  

6 ☆  〇 ●  ― 

7 ― ― ― 〇 

8 ― ― 〇 ― 

9 ― ☆  〇 ― 

経験者数【 現状】  
名6  

名2  名3  名4  名2  

経験者数【 今年度訓練後】
名（ ＋ ）9 3  

名（ ＋ ）3 1  名（ ＋ ）4 1 名（ ＋ ）6 2 名（ ＋ ）3 1

経験者数【 次年度 案 】[ ]  
名（ ＋ ）11 2  

名（ ＋ ）4 1  名（ ＋ ）5 1 名（ ＋ ）6 0 名（ ＋ ）3 0

☆＜凡例＞ ： 対応可能、 〇： 今年度訓練にて経験予定、 ： 次年度計画 案 ● [ ]  

（ 参考）  
Ｅ ＲＣ対応ブース要員候補者（ 本店在籍者）： 名程度10  

本店在籍者以外のＥ ＲＣ対応ブース経験者 ： 名 8  

個人情報の
ため非開示
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3 

３ Ｅ ＲＣリ エゾン（ プラ ント 班）  
配置計画○  

Ｅ ＲＣプラ ント 班への補足説明、質問対応、Ｆ Ａ Ｘ・ ＣＯＰ の配布等の対応と し て、

初動要員 名以上、 その後 名体制で活動を行う 。2 4  
実発災時にＥ ＲＣに参集可能な要員であり 、 かつ、 Ｅ ＲＣプラ ント 班に対し 本店即

応センタ ーが説明するプラ ント 状況等について補足するなどの対応が必要であるこ

と から 、 プラ ント に関する知識を有している東京支社勤務の原子力系社員（ 副支社

長及び原子力グループ員） が対応する。  
夜間・ 休日においても、 初動要員と し て 名が参集し 活動する。2  
東京支社に加え本店（ 原子力発電本部）に在籍し ている東京支社での業務経験者を

中心に選任し 、 Ｅ ＲＣへ派遣する。（ 現状： 候補者 名）6  

育成計画○  
Ｅ ＲＣリ エゾン及び本店から の応援要員（ 候補者） に対し 、以下を実施するこ と に

より 育成・ 習熟を行う 。  
机上教育の実施 
自社訓練における活動及び他社訓練の視察 
Ｅ ＲＣプラ ント 班業務説明会への参加 

次年度以降、本店（ 原子力発電本部） に在籍し ている要員のう ち、東京支社での業

務経験者以外要員についても育成を行い、 応援要員と するこ と を検討する。  

＜今年度対応者について＞ 
今年度の訓練対応者は川内訓練及び玄海訓練と もに下表のと おり 、いずれの訓練にお

いても「 実発災を想定した配置」 に該当する。  

氏名 現所属 訓練実績（ 年度まで）2022  

訓練参加回数 回    4  

訓練参加回数 回    2  

訓練参加回数 回     2  

訓練参加回数 回     4  

【 Ｅ ＲＣリ エゾン派遣候補者リ スト （ 本店在籍者）】  

氏名 現所属 備考 

Ｅ ＲＣ訓練参加経験あり    

Ｅ ＲＣ訓練参加経験あり    

Ｅ ＲＣ訓練参加経験あり    

Ｅ ＲＣ訓練参加経験あり  

訓練対応なし    

訓練対応なし   

以 上 

個人情報のため非開示

個人情報のため非開示
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参考 

4 

【 Ｅ ＲＣ対応ブース要員候補者リ スト （ 未経験者）】  

氏名 現所属  備考 

解析業務経験者  

初期訓練受講者 NTC  

初期訓練受講者 NTC  

原子炉主任技術者所持者 

原子炉主任技術者所持者  

原子炉主任技術者所持者  

審査対応経験者  

審査対応経験者  

審査対応経験者  

※【 Ｅ ＲＣ対応ブース要員経験者リ スト （ 本店在籍者以外）】 年度以降2019  

氏名 現所属  備考 

、 年度対応 2019 2020  

～ 年度対応   2019 2022  

年度対応   2019  

、 年度対応   2019 2020  

年度対応   2020  

年度対応   2020  

、 年度対応   2020 2021  

年度対応   2021  

【 Ｅ ＲＣリ エゾン派遣候補者リ スト （ 本店在籍者）】  

氏名 現所属   備考 

1 Ｅ ＲＣ訓練参加経験あり  

2 Ｅ ＲＣ訓練参加経験あり  

3 Ｅ ＲＣ訓練参加経験あり  

4 Ｅ ＲＣ訓練参加経験あり  

5 訓練対応なし  

6 訓練対応なし  

－ 原子力防災要員外 

－ 官邸等への派遣者 

－ 総括班 

－ 広報班 

個人情報のため非開示

個人情報のため非開示

個人情報のため非開示
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補足説明資料 

要員の召集体制について  

緊急時体制発令後の要員召集については、 原子力事業者防災業務計画に連絡経路

を定めており 、また具体的な連絡先は社内資料と し て定期的に更新を実施し ている。 

≪ ≫召集方法  
通常勤務時間帯： 社内放送により 召集連絡を実施  

休日・ 時間外： 電話にて召集連絡電話を実施  

（ 原子力事業者防災業務計画）  
原子力管理部長は、 本店における緊急時体制発令時に社内放送等を使用し 、 別図

２ －７ に定める連絡経路により 、 緊急時体制に応じ て本店の原子力防災要員及び緊

急時対策要員を非常召集する。   
なお、 原子力管理部長は、 あら かじ め本店の原子力防災要員及び緊急時対策要員

の連絡先を記載し た名簿を作成し 、 整備し ておく 。  

図２ －７ 本店の緊急時体制発令と 原子力防災要員等の非常召集連絡経路  

41



本店 原子力防災組織召集連絡ルート  
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２ ０ ２ １ 年 ８ 月

原子力防災グループ  

リ エゾン活動内容について

評価指標３ －２ ＜リ エゾンの活動＞ 

ﾌ゚ ﾗﾝﾄ班に派遣さ れたﾘｴｿ゙ ﾝが、 即応ｾﾝﾀー を補助すると いう 目的に応じ 事業者が定ERC

めるﾘｴｿ゙ ﾝの役割等を認識し 、 必要に応じ 適時適切に ﾌ゚ ﾗﾝﾄ班に対し 情報提供がなさERC

れているか、 ﾌ゚ ﾗﾝﾄ班の意向等を即応ｾﾝﾀー に伝達し ているか等、 ﾘｴｿ゙ ﾝの活動を評価ERC

する。  

また、 訓練実施後に行う ﾌ゚ ﾗﾝﾄ班要員へのｱﾝｹー ﾄ結果も踏まえ評価に反映する。 ERC  

リ エゾンの活動内容■  

No 項目 対応内容 

１ 説明資料の 新化 即応ｾﾝﾀー から 説明資料（ 情報共有ｼー ﾄ等） を し た際 ERC  FAX

事象進展等で 内容の説明ができない場合には、 即応FAX

ｾﾝﾀー のﾘｴｿ゙ ﾝｶｳﾝﾀー ﾊ゚ ﾄーから 電話で説明を行い、 ﾘｴｿ゙ ﾝか

ら 資料作成担当へ情報共有。ERC  

２ 事業者ﾘｴｿ゙ ﾝ（ 大型ﾓﾆﾀ前） 

によるﾌ゚ ﾗﾝﾄ事象等の補足

説明 

会議・ 書画装置による即応ｾﾝﾀー から の説明に関し、TV  

必要に応じ 概要資料等を活用し 、 補足説明を実施。  

また、 説明に加え、 要望があれば即応ｾﾝﾀー へ伝達。ERC  

３ 原子力防災に係る概要資料 

の補足説明 

即応ｾﾝﾀー から 原子力防災に係る概要資料が錯綜等により

説明できない場合、 即応ｾﾝﾀー のﾘｴｿ゙ ﾝｶｳﾝﾀー ﾊ゚ ﾄーから 電話

でページ番号等を連絡し 、 ﾘｴｿ゙ ﾝから へ補足説明ERC  

４ ﾌ゚ ﾗﾝﾄ班質問対応 から の質問を即応ｾﾝﾀー のﾘｴｿ゙ ﾝｶｳﾝﾀー ﾊ゚ ﾄーへ連絡 ERC  ERC  

５ への時系列表配布 持込みﾊ゚ ｿｺﾝにより 、 さ きもり 君の時系列情報を印刷 ERC  ERC

後、 へ提供。（ 約 分間隔を目安）ERC 30  

６ 即応ｾﾝﾀー から 送付し た資料 

の への伝達ERC  

即応ｾﾝﾀー から へ を送付した際、 会議で送付連ERC FAX TV

絡が出来ていない場合（ 質問回答等） に、 即応ｾﾝﾀー のﾘｴ

ｿ゙ ﾝｶｳﾝﾀー ﾊ゚ ﾄーから 電話連絡し、 へ伝達。ERC  

７ 要望資料のﾘｻー ﾁ・ 伝達 事業者ﾘｴｿ゙ ﾝ（ 大型ﾓﾆﾀ前） と 連携し 、 要望資料があ ERC  ERC

れば即応ｾﾝﾀー へ電話で伝達。 資料作成担当へ情報提ERC

供 

８ その他要望事項（ 補足説 

明） 等の即応ｾﾝﾀー への伝達 

９ その他 ・ 側から の書画の見え方確認  ERC  

・ マイ ク 音量等の確認 

・ 運転基準等の印刷 

・ 傷病者情報続報等の プラ ント 班への伝達ERC  

リ エゾンの活動内容の見直し■  

訓練時の活動や訓練結果等を踏まえ、 ﾘｴｿ゙ ﾝの活動内容について適宜見直し を実施  

する。  

以 上  

資料⑩
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年 月 日2024 1   
九州電力株式会社 

玄海原子力発電所 原子力防災に係る概要資料の修正内容について  

玄海原子力発電所 原子力防災に係る概要資料（ 備付資料） について、 以下の修正  ERC

を実施する。  

〇概要資料（ 通常版）  

以下の修正を実施  
ページ 
番号 

項目 修正内容 

表紙―  日付（ 更新日） の修正 

発電所概要 従業員数の見直しP6   

系統概要図 次系を含む系統図を追加P16  2  

発電機車等の燃料消費 燃料タ ンク 容量や燃料消費率等を新規追加P21   

主要電力供給設備 電力系統図の 新化P31   

過去の解析結果 安全性向上評価届出書の内容を反映P109   

P131 
炉心損傷時における 破C/ V

損防止等操作について  
水素濃度、 圧力と 健全性の関係図の追加CV CV  

津波対策 海水ポンプ設置高さ 等を追加P204   

状況シート 号機 貯蔵量修正（ リ ラ ッ キング工事）P241 SFP  3 SFP  

添付 判断基準 見直し に伴う 修正4 EAL  EAL  

添付 判断フ ロ ー 見直し に伴う 修正4 EAL  EAL  

添付 重要監視ﾊ゚ ﾗﾒ ﾀーのﾊ゙ ｯｸｱｯﾌ゚ 計器（ 圧力計、 温度計） の追加5  CV CV  

添付 火災区域・ 区画 モニタ リ ングポスト 及び 保管庫を追加6  SG  

その他 記載の適正化 等   

〇概要資料（ 特定重大事故等対処施設版）  

以下の修正を実施  
ページ 
番号 

項目 修正内容 

表紙―  日付（ 更新日） の修正 

過去の解析結果 安全性向上評価届出書の内容を反映P9   

以 上  

資料⑪
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玄海原子力発電所

緊急時活動レベル（ Ｅ Ａ Ｌ ） 判断フ ロ ー

２ ０ ２ ３ 年１ ０ 月

資料⑫
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（ 用語の解説）

○ Ｅ Ａ Ｌ ： Emergency Act i on Level （ 緊急時活動レベル）
緊急事態区分決定のための判断基準

○ 緊急時事態区分
・ Ａ Ｌ ： Al er t （ 警戒事態に該当する事象）

警戒事態： その時点では公衆への放射線の影響やそのおそれが
緊急のものではないが、 原子力施設における異常の発生又は、
そのおそれがある状態

・ ＳＥ ： Si t e Emergency（ 施設敷地緊急事態に該当する事象）
施設敷地緊急事態： 原子力施設において、 公衆に放射線による
影響をもたら す可能性のある事象が発生

・ ＧＥ ： General Emergency （ 全面緊急事態に該当する事象）
原子力施設において、 公衆に放射線による影響をもたら す可能
性が高い事象が発生

用語説明
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原災法及び原子力災害対策指針に基づく Ｅ Ａ Ｌ 基準の整理表（ １ ／２ ）

EAL
区分

警戒事態に該当する事象(AL) 施設敷地緊急事態に該当する事象(SE)
(原災法第 条10 に該当する事象)

全面緊急事態に該当する事象(GE)
(原災法第 条15 に該当する事象)

EAL
番号

EAL略称
EAL
番号

EAL略称
EAL
番号

EAL略称

放
射
線
量
・
放
射
性
物
質
放
出

－ － 敷地境界付近の放射線量の上昇 敷地境界付近の放射線量の上昇01 SE01 GE01

－ －02 SE02 通常放出経路での気体放射性物質の
放出

GE02 通常放出経路での気体放射性物質の
放出

－ －03 SE03 通常放出経路での液体放射性物質の
放出

GE03 通常放出経路での液体放射性物質の
放出

－ －04 SE04 火災爆発等によ る 管理区域外での
放射線の放出

GE04 火災爆発等によ る 管理区域外での
放射線の異常放出

－ －05 SE05 火災爆発等に よ る 管理区域外での
放射性物質の放出

GE05 火災爆発等によ る 管理区域外での
放射性物質の異常放出

－ － 施設内 原子炉外 臨界事故のおそれ 施設内 原子炉外 での臨界事故06 SE06 ( ) GE06 ( )

止
め
る

11 AL11 原子炉停止機能の異常又は異常のお
それ

－ － 全ての原子炉停止操作の失敗GE11

冷

や

す

原子炉冷却材の漏えい21 AL21 SE21 原子炉冷却材漏えい時における非常
用炉心冷却装置による一部注水不能

GE21 原子炉冷却材漏えい時における非常
用炉心冷却装置による注水不能

蒸気発生器給水機能喪失のおそれ 蒸気発生器給水機能の喪失24 AL24 SE24 GE24 蒸気発生器給水機能喪失後の非常用
炉心冷却装置注水不能

25 AL25 非常用交流高圧母線喪失又は喪失の
おそれ

SE25 非常用交流高圧母線の 分間以上喪失30 GE25 非常用交流高圧母線の１ 時間以上喪失

－ － 直流電源の部分喪失 全直流電源の５ 分間以上喪失27 SE27 GE27

－ －28 － 炉心損傷の検出- GE28

停止中の原子炉冷却機能の一部喪失 停止中の原子炉冷却機能の喪失 停止中の原子炉冷却機能の完全喪失29 AL29 SE29 GE29

30 AL30 使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失の
おそれ

使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失SE30 GE30 使用済燃料貯蔵槽の冷却機能喪失・
放射線放出

： 号炉～４号炉1 ：３、４号炉（適用号炉） ：発電所全体
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原災法及び原子力災害対策指針に基づく Ｅ Ａ Ｌ 基準の整理表（ ２ ／２ ）

EAL
区分

警戒事態に該当する事象(AL) 施設敷地緊急事態に該当する事象(SE)
原災( 法第10条に該当する事象)

全面緊急事態に該当する事象(GE)
原災( 法第15条に該当する事象)

EAL
番号

EAL略称
EAL
番号

EAL略称
EAL
番号

EAL略称

閉
じ
込
め
る

－ － 格納容器健全性喪失のおそれ 格納容器圧力の異常上昇41 SE41 GE41

単一障壁の喪失又は喪失のおそれ ２ つの障壁の喪失又は喪失のおそれ42 AL42 SE42 GE42 ２ つの障壁の喪失及び１ つの障壁の
喪失又は喪失のおそれ

－ －43 SE43 原子炉格納容器圧力逃がし装置の使用 － －

そ
の
他
脅
威

原子炉制御室他の機能喪失のおそれ51 AL51 SE51 原子炉制御室他の一部機能喪失・ 警報喪失 GE51 原子炉制御室他の機能喪失・ 警報喪失

所内外通信連絡機能の一部喪失 所内外通信連絡機能の全ての喪失 －52 AL52 SE52 -

53 AL53 重要区域での火災・ 溢水による安全
機能の一部喪失のおそれ

SE53 火災・ 溢水による安全機能の一部喪失 －-

－55
（ 原子力規制委員会委員長又は委員
長代行が警戒本部の設置を判断した
場合）

SE55 防護措置の準備及び一部実施が必要
な事象発生

GE55 住民の避難を 開始する 必要がある
事象発生

事
業
所
外
運
搬

－ － 事業所外運搬での放射線量の上昇61 XSE61 XGE61 事業所外運搬での放射線量の異常上昇

－ － 事業所外運搬での放射性物質漏えい62 XSE62 XGE62 事業所外運搬での放射性物質の異常
漏えい

外的事象（ その他自然災害）

（ 警戒）
ＥＡＬ 番号なし

玄海町で震度６ 弱以上の地震 原子力事業者から の連絡は不要

佐賀県北部において、 大津波警報が発表さ れた場合

設計基準を超える自然現象による影響の恐れ １ 、 ２ 号炉は対象外

（ その他）

その他原子炉施設の重要な故障等

（ 警戒）
ＥＡＬ 番号なし

オンサイト総括が警戒を必要と 認める原子炉施設の
重要な故障等が発生した場合

原子力事業者から の連絡は不要
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「 玄海原子力発電所ＥＡ Ｌ 判断フ ロ ー」 に記載する運転モード表

モード 原子炉の運転状態
原子炉容器スタ ッ ド

ボルト の状態

１ 出力運転（ 出力領域中性子束指示値５ ％超） 全ボルト 締付

２
（ 停止時）

出力運転（ 出力領域中性子束指示値５ ％以下）
～

制御ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ ﾊ゙ ﾝｸ全挿入※ １ による原子炉停止
全ボルト 締付

２
（ 起動時）

臨界操作のための制御ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ ﾊ゙ ﾝｸ引抜操作開始
～

出力運転（ 出力領域中性子束指示値５ ％以下）
全ボルト 締付

３ ℃１ 次冷却材温度１ ７ ７ 以上 全ボルト 締付

４ ℃ ℃１ 次冷却材温度９ ３ 超１ ７ ７ 未満 全ボルト 締付

５

℃１ 次冷却材温度９ ３ 以下

全ボルト 締付

６ ※ ２ １ 本以上が緩めら れている

※ １：挿入不能な制御棒を除く

※ ２：全て の 燃料が 原子炉格納容器の 外に あ る場合を 除く
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対象 Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

１
号
機
／
２
号
機
／
３
号
機
／
４
号
機

玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 】01 （ １ ／19）

【ＥＡＬ01】
放射線量の 上昇（敷地境界付近）

GE
01

・ MP（ モニタ リ ングポスト ） ： PC－1、 PC－2

・ MS（ モニタ リ ングステーショ ン） ： PS－1

・ 、 の指示値については、 ＝ と して運用。 （ １ １ ０MP MS 1Gy/ h 1Sv/ h × ３ ｎ ＝ １ ）Gy/ h μ Sv/ h

・ 排気筒ガスモニ タ （ １ 、 ２ 号炉） 、 排気筒ガスモニ タ （ １ 、 ２ 号炉） 、 排気筒ガスモ ニ タ （ ３ 、 ４ 号炉） 、 内高レン ジエリ ア モ ニタAB CV CV
（ ３ 、 ４ 号炉） ＊１ 、 付近区域エリ アモニタ （ １ 、 ２ 号炉） 、 エリ アモニ タ （ ３ 、 ４ 号炉） 、 排気ガスモニタ （ ２ 、 ３ 、 ４ 号炉） 、SFP SFP SFP

周辺可搬型エリ アモニタ （ １ 号炉） の指示値に異常が認めら れないものと し て、 原子力規制委員会に口頭及び文書で報告し た場合、 又は落SFP
雷の時に検出さ れた場合は除外。

＊１ 全ての照射済燃料を原子炉容器から 取出し、 全ての格納容器内高レンジエリ アモニタ を停止している場合には、 「 原子炉容器から 全ての照射
済燃料を取出し済み」 と 報告する。

・ 佐賀県、 長崎県又は福岡県が設置し ている が フ ロ ーの状態に至っ たこ と の連絡を受け、 発電所の異常に起因するものと 確認し たと きも 対MP GE GE
象。 ただし 、 落雷の時に検出さ れた場合は除外。

、 で 以上MP MS 5µSv/ h
（ 地点検出）2

分間以上継続10

分間以上継続10

、 で 以上MP MS 5µSv/ h
（ 地点検出）1

、 で 以上MP MS 1µSv/ h
（ 地点検出）1

当該 又は 放射線量MP MS
＋中性子線測定用サ ー ベ
イ メー タ の 中性子の 放射
線量の 合計が 以上5µSv/ h

SE
01
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対象 Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

１
号
機
／
２
号
機
／
３
号
機
／
４
号
機

玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 02、 】03 （ ２ ／19）

【ＥＡＬ02】
気体放射性物質の 放出（通常放出経路）

号 機 モニタ 名 低レンジモニタ 指示値

１ 補助建屋排気筒ガスモニタ 4. 9× 105 以上cpm

１ 格納容器排気筒ガスモニタ 7. 8× 105 以上cpm

２ 補助建屋排気筒ガスモニタ 3. 4× 105 以上cpm

２ 格納容器排気筒ガスモニタ 6. 7× 105 以上cpm

３ 排気筒ガスモニタ 1. 4× 106 以上cpm

４ 排気筒ガスモニタ 1. 9× 106 以上cpm

排気筒ガス モ ニ タ
相当5µSv/ h

放水口
相当5µSv/ h ※ 1

SE
02

分間以上10
継続

GE
02

SE
03

分間以上10
継続

GE
03

＜ 相当換算値＞5µSv/ h

「 」 と 「 」 の通報基準が同一である ため、 通報は特定事象発生通報の様式を 使用し 、 原災法第 条第 項に基づく 基準「 」 、GE02 SE02 15 1 GE02
「 」 と して実施する。SE02

「 」 と 「 」 の通報基準が同一である ため、 通報は特定事象発生通報の様式を 使用し 、 原災法第 条第 項に基づく 基準「 」 、GE03 SE03 15 1 GE03
「 」 と して実施する。SE03

【ＥＡＬ03】
液体放射性物質の 放出（通常放出経路）

※ ： 核種分析の結果、 検出さ れた核種の放水口における希釈濃度に換算し た値が、 水中濃度限度の５ ０ 倍に対して、 その割合の和が１ 以上1
であると 判断し たと きを指す。
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 、 、04 05 06】 （ ３ ／19）

対象 Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

１
号
機
／
２
号
機
／
３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ04】
管理区域外での 放射線の 放出
（火災爆発等）

SE
04

※ ： 以2 下に該当する場合

① 検出さ れた放射性物質の種類が明ら かで 種類の場合： 放射性物質の種類または区分に応じ た1
空気中濃度限度 で得た値× 50

② 検出さ れた放射性物質の種類が明ら かで 種類以上の場合： それら の放射性物質の濃度のそれ2
①ぞれの放射性物質について より 得た値に対する割合の和が と なるよう なそれら の放射性物1

質の濃度の値

③ 検出さ れた放射性物質の種類が明ら かでない場合： 空気中濃度限度のう ち も低いもの で× 50
得た値

【ＥＡＬ06】
原子炉外での 臨界 原子炉外の 施設に お い て、

臨界状態発生の 蓋然性が 高い
SE
06

原子炉外の 施設に お い て、
臨界状態発生※ 4

GE
06

管理区域外で
以上50µSv/ h ※ 1

分間10
以上
継続

管理区域外で
相当5µSv/ h ※ ※1, 2

※ ： 以下に該当する場合3

① 検出さ れた放射性物質の種類が明ら かで 種1
類の場合： 放射性物質の種類ま たは区分に
応じ た空気中濃度限度 で得た値× 5000

② 検出さ れた放射性物質の種類が明ら かで 種2
類以上の場合： そ れら の放射性物質の濃度

①のそ れぞれの放射性物質について によ り
得ら れた値に対する割合の和が と なるよう1
なそれら の放射性物質の濃度の値

③ 検出さ れた放射性物質の種類が明ら かでな
い場合： 空気中濃度限度のう ち も低いも
の で得た値× 5000

火災、爆発そ の 他これらに 類す
る事象の 状況で放射線量の 測
定が 困難であっ て 以上50µSv/ h
を検出する蓋然性が 高い 場合

火災、爆発そ の 他これらに 類す
る事象の 状況で放射性物質の

濃度の 測定が 困難であ っ て
相当を検出する蓋然性5µSv/ h

が 高い 場合

SE
05

GE
04

管理区域外で
以上5mSv/ h ※ 1

分間10
以上
継続

管理区域外で
相当500µSv/ h ※ ※、1 3

火災、爆発そ の 他これらに 類す
る事象の 状況で放射線量の 測
定が 困難であっ て 以上5mSv/ h
を検出す る蓋然性が 高い 場合

GE
05

【ＥＡＬ05】
管理区域外での 放射性物質の
放出（火災爆発等） 火災、爆発そ の 他これらに 類す

る事象の 状況で放射性物質の
濃度の 測定が 困難であ っ て

相当を検出する500µSv/ h
蓋然性が 高い 場合

※ ： 事業所内での輸送容器外での放射線量を検出し た場合にも適用。1

※ ： 事業所内での輸送容器外での放射線量を検出し た場合にも適用。1

※ ： 中性子線又は 線が検出さ れたと き4 γ
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 11】 （ ４ ／1 ）9

条件 Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ11】
原子炉停止機能の 異常

GE
11

出力､ 起動率の 確認不能PR IR

中性子束が 以上PR 5%

中性子束起動率が 正IR

Ｐ Ｒ： 出力領域
Ｉ Ｒ： 中間領域

AL
11

時間1
継続

ﾄﾘｯﾌﾟﾊﾟｰｼｬﾙ
信号

Ｐ Ｒ： 出力領域
Ｉ Ｒ： 中間領域

運転モ ー ド 及び1 2

トリ ッ プ 事象か
否か 判定不可

運転モ ー ド 及び1 2

出力､ 起動率の 確認不能PR IR

中性子束が 以上PR 5%

中性子束起動率が 正IR

① 自動原子炉トリ ッ プ 失敗

② 手動原子炉トリ ッ プ 実施

③ セッ ト電源断に よるMG
制御棒の 挿入

（中央制御室か らの 母線
しゃ 断器開放）

④ 制御棒の 手動（自動）挿入

③ ほ う酸注入- 2

③ 緩和設備- 1 ATWS

AL
11

① セッ ト電源断に よるMG
制御棒の 挿入

（現場での しゃ 断器開放）

② 現場での 原子炉トリ ッ プ
しゃ 断器開放

④ 特重施設を構成す る
設備（緊急時制御室）に

よる原子炉トリ ッ プ
しゃ 断器開放
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 】 （ ５ ／ ）21 19

条件 Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ21】
原子炉冷却材の 漏え い

SE
21

GE
21

運転モ ー ド ､ ､ 及び1 2 3 4

自動作動ECCS ※ 1

手動作動ECCS

運転モ ー ド ､ ､ 及び1 2 3 4

次冷却材圧力が 高圧の 状態1
で、全ての 高圧注入ポ ンプが 起
動しない 場合に お い て、蒸気発

生器に よる減圧失敗

炉心出口温度
℃ 以上350

分間30
以上
継続

次冷却材の 漏えい1

伝熱管か らの 漏えいSG

※ ： 次冷却材圧力が余熱除去ポン プ の注入2 1
可能圧力以下に低下するまでの間は除く

全ての 余熱除去ポ ンプ
が 起動不能

全ての 高圧注入ポ ンプ
が 起動不能

高圧注入弁「開」不能等に よ
る原子炉へ の 注水不能

低圧注入弁「開」不能等に よ
る原子炉へ の 注水不能※ 2

自動作動ECCS ※ 1

手動作動ECCS

次冷却材の 漏えい1

伝熱管か らの 漏えいSG

注入弁「開」不能等に よる
原子炉へ の 注水不能※ 3

※ ： 次冷却材圧力が当該機器の注入可能3 1
圧力以下まで低下するまでの間は除く

※ ： 自動 作動設定値1 ECCS
・ 加圧器圧力低： 12. 17MPa

全 に よる注水不能ECCS
・高圧注入ポ ンプ
・余熱除去ポ ンプ

運転モ ー ド ､ ､ 及び1 2 3 4

次冷却材の 内1 C/ V
漏えい 率が 0.23m3 超/ h

AL
21

時間以内に4 0.23m3/ h
以下に 漏えい量を

回復不能

時間以内に56
モ ー ド に 出来ない5

時間以内に12
モ ー ド に 出来ない3

次冷却材か ら漏え い が1
発生

（ 伝熱管か らの 漏えいSG
を含む ）

作動設定値に 到達ECCS
又は

手動に て作動※
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 2 】 （ ６ ／4 1 ）9

条件 Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

※ ：1 蒸気発生器が除熱のために使用さ れている場合
※ ：2 流調以外の要因の場合

【ＥＡＬ24】
蒸気発生器給水機能の 喪失

運転モ ー ド ､ ､ 及び1 2 3 4※ 1

主給水が 喪失
GE
24

全 狭域水位 以下S/ G 0%

AL
24

全 広域水位 未満S/ G 10%

全 に よる注水不能ECCS
・高圧注入ポンプ
・余熱除去ポンプ

炉心出口温度
℃ 以上350

分間30
以上
継続

補助給水流量の 合計
が 125m3 未満/ h ※ 2

補助給水ポ ンプ 台の3
うち、 台の み起動1

次系フ ィー ド＆ブ リ ー ド失敗1
・原子炉圧力の 減圧を目的と
した 加圧器逃が し弁「開」不
能

SE
24

※ ： 次冷却材圧力が当該機器の注入可能1 1
圧力以下まで低下するまでの間は除く

＜補助給水ポンプ＞
・ 電動補助給水ポンプ： 台2
・ タ ービ ン動補助給水ポンプ： 台1

主給水が 喪失

補助給水流量の 合計
が 125m3 未満/ h ※ 2

補助給水ポ ンプ 全台の
起動失敗

運転モ ー ド ､ ､ 及び1 2 3 4※ 1

注入弁「開」不能等に よる
原子炉へ の 注水不能※ 1
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 2 】 （ ７ ／5 1 ）9

条件 Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ25】
交流電源喪失

AL
25

分間15
以上
継続

母線4- 3 (4) C
電源喪失

母線4- 3 (4) D
電源喪失

使用可能な母線へ の
供給電源が 系統の み1
・デ ィー ゼ ル 発電機
・所内変圧器
・予備変圧器
・大容量空冷式発電機
・特重施設を構成する

設備（発電機）

外部電源喪失
時間以上3

継続

（ ） 母線4- 3 4 C
電源喪失

（ ） 母線4- 3 4 D
電源喪失

※ １ 使用可能な所内非常用高圧母線が１ つと:
なっ た場合

※ １

全ての 所内非常用高
圧母線が
・所内変圧器
・予備変圧器
・デ ィー ゼ ル 発電機
か らの 受電に 失敗

SE
25全ての 所内非常用高圧

母線が
・所内変圧器
・予備変圧器
・デ ィー ゼ ル 発電機
・大容量空冷式発電機
・特重施設を構成す る

設備（発電機）
・常設の 号炉間電力融
通設備※ ２

か ら の 受電不可

（ ） 母線4- 3 4 C
電源喪失

（ ） 母線4- 3 4 D
電源喪失

分間30
以上
継続

GE
25

時間1
以上
継続

※ ２ 常設の号炉間電力融通設備と は以下の設備をいう 。:
・ 号炉間電力融通ケーブルを使用し た号炉間電力融通
・ 予備変圧器２ 次側電路を使用し た号炉間電力融通
・ 後備送電線連絡高圧電路を使用し た号炉間電力融通
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 】 （ ８ ／ ）27 19

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ27】
直流電源喪失

分間5
以上
継続

直流母線A
電源喪失

直流母線B
電源喪失

使用可能な非常用直
流母線へ の 電力供給
が 系統の み1

・蓄電池
（安全防護系用）

・蓄電池（ 用）SA
・蓄電池（３系統目）
・充電器
・ 可 搬型 直 流電 源

設備※ 2

SE
27

分間5
以上
継続

直流母線A
電源喪失

直流母線B
電源喪失

GE
27

※ ： 計画的な点検により 、 非1 常用直流母線が
つ1 と なっ ている場合は除く 。

※ ： 可搬型直流2 電源設備と は、 直流電源用発
電機及び可搬型直流変換器をいう 。

※ 1
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 28】 （ ９ ／ ）19

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ28】
炉心損傷の 検出

運転モ ー ド ､ 及び1 2 3

炉心出口温度の 高値
℃ 以上350

GE
28

内高レンジエ リ ア モ ニ タC/ V
1× 105 以上mSv/ h
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 】 （ ／ ）29 10 19

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ29】
停止中の 原子炉冷却機能の 異常

ミッ ドル ー プ 運転※ 1

AL
29

GE
29

SE
29

水位RCS
＋ 以下EL 0.44m ※ 4

余熱除去冷却器
系統機能喪失1 ※ 3

分間30
経過

か らの 注水不能RWST(P) ※ 5

※ ：1 １ 次冷却材系統水位を１ 次冷却材配管中心付近まで低下さ せた以下のプラ ント 状態をいう 。
燃料取出前： ＲＣＳ水抜き完了～ＲＣＳ水張り （ 原子炉キャ ビ ティ 水張り ） 開始まで
燃料装荷後： ＲＣＳ水抜き（ 原子炉キャ ビ ティ 水抜き） 完了～ＲＣＳ水張り 開始まで

※ ： 電源喪失、 ポンプ故障等による運転不能（ 次冷却系水位低下によるポンプ停止を含む）2 1
※ ： 余熱除去冷却器の機能喪失等による機能喪失3

余熱除去ポ ンプ
台運転不能1 ※ 2

余熱除去冷却器
系統機能喪失2 ※ 3

余熱除去ポ ンプ
台運転不能2 ※ 2

ミッ ドル ー プ 運転※ 1

水位RCS
＋ 以下EL 0.44m ※ 4

ミッ ドル ー プ 運転※ 1

余熱除去冷却器
系統機能喪失2 ※ 3

余熱除去ポ ンプ
台運転不能2 ※ 2

※ ： 余熱除去配管吸込口上端以下を示す4

※ ： 次の注入する手段が全て喪失し た場合5
・ 充てんポンプ
・ 高圧注入ポンプ
・ Ｂ格納容器スプレイポンプ（ －RHRS

タ イ ラ イ ン使用）CSS
・ 常設電動注入ポンプ
・ 燃料取替用水タ ンク 水頭（ ４ 号におい
ては燃料取替用水ピッ ト 水頭）
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 3 】0 （ 11／19）

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ30】
使用済燃料貯蔵槽の 異常

SE
30

水位SFP
（ ）EL.+5.19m NWL- 5.68m

以下ま で低下※ ※1 2

GE
30

※ ： 使用済燃料ピッ ト 水の漏えい又は蒸散に1
よ り 、 出口配管下端以下ま で低下しSFP
た場合

※ ： 水位の回復手段には、 可搬型設備等によ2
る補給を考慮する。

※ ： 燃料集合体頂部上方 の水位1 4m
※ ： 水位の回復手段には、 可搬型設備等によ2

る補給を考慮する。
※ ： 水位の測定手段には、 可搬型設備等によ3

る測定を含む。
※ ： 水位低警報の発信ま たはそ のおそ れがあ4

る状態に限る。

水位を計器及び 目視SFP
に て確認不可※ ※3 4

時間3
以上
継続 使用済燃料ピッ トエ リ ア モ ニ

タ指示に 有意な上昇あり

水位を計器又は 目視にSFP
て （ ）EL.+5.19m NWL- 5.68m

以上を確認不能※ 3 

※ ： 燃料集合体頂部上方 の水位1 2m
※ ： 水位の回復手段には、 可搬型設備等によ2

る補給を考慮する。
※ ： 水位の測定手段には、 可搬型設備等によ3

る測定を含む。

AL
30

水位SFP
（ ）EL+9.46m NWL- 1.41m

以下ま で低下※ ※1 2

水位SFP
（ ）EL+7.19m NWL- 3.68m

以下ま で低下※ ※1 2
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 41】 （ 12／1 ）9

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ41】
原子炉格納容器機能の 異常

運転モ ー ド
1､2､ 及び3 4

主蒸気管破断

SE
41

内圧力C/ V
以上196kPa ※ 1

GE
41

内圧力 以上C/ V 392kPa ※ 1

℃内温度 以上C/ V 144 ※ 2

運転モ ー ド ､ ､ 及び1 2 3 4

※ ：1 格納容器 高使用圧力（ １ Ｐ ｄ ）
※ ：2 格納容器 高使用温度

圧力が をC/ V 196kPa
超え、 分間以上10

圧力上昇継続

全ての 格納容器ス プ レイ
ポ ンプ が 運転不能

ス プ レイ系統の 弁が 開と な
らない 等に よりス プ レイ注水

が 確認出来ない

次冷却材の 漏えい1

主給水管破断

※ ：1 ＣＶ スプレイ 作動設定値

常設電動注入ポ ンプ が
運転不能

電動消火ポ ンプ が
運転不能

デ ィー ゼ ル 消火ポ ンプ が
運転不能

全ての特重施設を構成する
設備（ポンプ）が運転不能
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Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 42】 （ 13／1 ）9

【ＥＡＬ42】 障壁の 喪失

SE
42

運転モ ー ド ､ 及び1 2 3

減圧操作を実C/ V
施してい ない 状況
に お いて、 圧力CV

が 急激に 低下

AL
42

運転モ ー ド ､ 及び1 2 3

℃炉心出口温度 以上350

※ ： 燃料被覆管障壁が喪失するおそれ1
※ ： 燃料被覆管障壁が喪失2
※ ： 原子炉冷却系障壁が喪失するおそれ3
※ ： 原子炉冷却系障壁が喪失4
※ ： １ 次冷却材漏えいに限る。5

蒸気発生器伝熱管から の漏えいを含む( )

充てん ポ ンプ 台で1
加圧器水位の 回復不能

抽出隔離動作
加圧器水位( 15%)

GE
42

運転モ ー ド ､ 及び1 2 3

※ ： 燃料被覆管障壁が喪失1
＋原子炉冷却系障壁が喪失
＋原子炉格納容器障壁が喪失するおそれ

※ ： １ 次冷却材漏えいに限る。2
蒸気発生器伝熱管から の漏えいを含む( )

※ ： 燃料被覆管障壁が喪失1
＋原子炉冷却系障壁が喪失するおそれ

※ ： 燃料被覆管障壁が喪失するおそれ2
＋原子炉冷却系障壁が喪失するおそれ

※ ： 燃料被覆管障壁が喪失するおそれ3
＋原子炉格納容器障壁が喪失

※ ： 原子炉冷却系障壁が喪失するおそれ4
＋原子炉格納容器障壁が喪失

※ ： １ 次冷却材漏えいに限る。5
蒸気発生器伝熱管から の漏えいを含む( )

炉心出口温度
℃ 以上600

加圧器圧力
以下12.17MPa

℃炉心出口温度 以上600

隔離後も環境C/ V
へ の 直接放出経路

あ り

炉心出口温度
℃ 以上600

炉心出口温度
℃ 以上350

充てん ポ ンプ 台1
で加圧器水位の

回復不能

加圧器圧力
以下12.17MPa

圧力が をC/ V 196kPa
超え、 分間以上10

圧力上昇継続

内ドラ イ水素濃度C/ V
以上13%vol%

※ 1

※ 2

※
4

※

1

※

2

※

3

抽出隔離動作
加圧器水位( 15%)

※ 4

※ 5

※ 3
※ 5

※

5

※ 2

※

1
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 43】 （ 14／1 ）9

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

【ＥＡＬ43】
原子炉格納容器圧力逃が し装置の 使用

SE
43

格納容器内高レンジエ リ ア モ ニ タ
1× 105mS/ 未満h

運転モ ー ド ､ ､ 及び1 2 3 4

格納容器圧力逃が し装置使用
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 51】 （ 15／1 ）9

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

中央制御室での 操作に 影響
を及ぼ すお そ れ ※ 1

AL
51

中央制御室外原子炉停止盤室の
操作盤 盤 での 操作に 影響を(EP )

及ぼ すお そ れ ※ 1

※ ：1 放射線レベルの上昇等により 、 防護具等
を用いなければ、 運転員が監視及び操作
が出来なく なっ た場合

※ ： 全ての表示灯、 警報、 指示計及び記録計2
が使用不能

※ ： 全ての表示灯、 警報、 指示計及び記録計1
が使用不能

※ ：1 放射線レ ベ ル の 上昇等に よ り 運転員が 監
視及び 操作が 容易に 出来なくなっ た 場合

【ＥＡＬ51】 原子炉制御室等の 異常

原子炉出力に 影響の あ
る過渡事象が 進行中

主盤での
操作・監視不能※ 2

使用済燃料ピ ッ ト水の
漏えい 又は 蒸散

原子炉補助盤での
操作・監視不能※ 2

原子炉出力に 影響の あ
る過渡事象が 進行中

使用済燃料ピッ ト水の
漏えい 又は 蒸散

主盤での
操作・監視不能※ 1

原子炉補助盤での
操作・監視不能※ 1

原子炉関連盤での
操作・監視不能※ 2

原子炉関連盤での
操作・監視不能※ 1

中央制御室での
操作に 影響を

及ぼ すお そ れ ※ 1

中央制御室か らの
退避が 必要

GE
51

SE
51

中央制御室での
操作に 支障※ 1

中央制御室外
原子炉停止盤室

での 操作に 支障※ 1

中央制御室か らの
退避が 必要

中央制御室外
原子炉停止盤室

か らの 退避が 必要

原子炉及び 使用済
燃料ピ ッ トに 異常なし

原子炉及び 使用済
燃料ピ ッ トに 異常なし

中央制御室及び 中央制御
室外原子炉停止盤室での
原子炉停止機能※ 2及び低
温停止維持機能が 喪失

※ ：原子炉停止機能に は 、特定重大事故等対処2
施設を構成する 設備（緊急時制御室）又は
現場操作に よる原子炉停止機能を含む
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 52】 （ 1 ／6 1 ）9

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

事業所内の 通信手段が
つ の み1 ※ 1

原子炉施設で何らか の 異常

事業所外へ の 通信手段が
つ の み1 ※ 2

SE
52

AL
52

【ＥＡＬ52】 所内外通信連絡機能の 喪失

原子炉施設で何らか の 異常

事業所内の
通信手段が 全て喪失※ １

事業所外へ の
通信手段が 全て喪失※ ２

※ １ ： 中央制御室と 緊急時対策所の間を直接、
又は中央制御室から 特重施設を構成する
設備（ 緊急時制御室） を経由し て緊急時対
策所へ通信連絡可能な回線をいう 。

事業所内の通信連絡設備は次のと おり 。
（ 電力保安回線）

・ 保安電話
・ 衛星電話

（ 公衆回線）
・ 加入電話

（ 衛星回線）
・ 衛星携帯電話
・ 特重施設を構成する設備（ 衛星電話）

（ その他）
・ ページング装置
・ デジタ ル無線ページング装置
・ 無線通話装置
・ 携帯型有線通話装置

※ ２ ： 次の通信連絡可能な回線をいう 。
・ 中央制御室又は緊急時対策所から 所外へ
・ 中央制御室又は緊急時対策所の要員により 、 特重

施設を構成する設備（ 緊急時制御室） から 所外へ

事業所外への通信連絡設備は次のと おり 。
（ 電力保安回線）

・ 保安電話
・ 衛星電話
・ テレビ 会議システム

（ 公衆回線）
・ 加入電話

（ 衛星回線）
・ 衛星携帯電話
・ 特重施設を構成する設備（ 衛星電話）

（ その他）
・ 無線通話装置

（ 統合原子力防災ネッ ト ワーク に接続）
・ テレビ 会議システム
・ Ｉ Ｐ 電話
・ 衛星通信装置（ 電話）
・ Ｉ Ｐ －Ｆ Ａ Ｘ
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 】53 （ ／17 19）

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

３
号
機
／
４
号
機

SE
53

同一機能を有す る安全機器・系統
が 全て喪失※ 1

※ ： 添付「 安全上重要な構築物、 系統又は機1
器一覧」 で、 要求さ れる機能にある同一
機能を 有する 系統が全て 喪失又は、 サ
ポート 設備が故障し 安全機器等の機能喪
失の蓋然性が高いと 判断し たと き

同一機能を有する安全機器・系統
の 一部喪失の お そ れ ※ 1

重要区域での 火災発生

重要区域での 溢水発生 AL
53

※ ： 添付「 安全上重要な構築物、 系統又は機1
器一覧」 で、 要求さ れる機能にある同一
機能を有する系統のう ち、 使用できる系
統が 系統のみ1

【ＥＡＬ53】 重要区域での 火災・溢水に よ る安全機能の 喪失

火災発生

溢水発生

（注意）機能喪失した 原因に 火災ま た は 溢水以外の 原因が 含ま れ てい る場合、ＥＡＬ５３は 判断しない 。
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 他】 （55 1 ／8 1 ）9

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

１
号
機
／
２
号
機
／
３
号
機
／
４
号
機

SE
55

GE
55

防護措置の 準備及び
一部実施が 必要な事象発生

住民の 避難を開始する必要が
ある事象発生

破壊妨害行為等によ り 、 プ ラ ン ト の安全を
維持する機能に不具合を引き起こ すよう な事
象が発生し 、 そ の影響範囲が、 発電所敷地内
に止まると 原子力防災管理者が判断した事象

破壊妨害行為等に よ り 、 プ ラ ン ト の安全を
維持する 機能に不具合を 引き起こ すよ う な事
象が発生し 、 影響範囲が、 発電所敷地外に及
ぶと 原子力防災管理者が判断し た事象

【ＥＡＬ55】 防護措置の 準備及び 一部実施が 必要な事象発生

大 地 震

AL佐賀県玄海町に お い て
震度 弱以上の 地震発生6

大 津 波

AL佐賀県北部に お い て大津波
警報発表

原子力事業者から の連絡は不要

原子力事業者から の連絡は不要

外 部 事 象

AL設計基準を超える外部事象発生
（竜巻、洪水、台風、火山等） ※ 1

※ ： １ 、 ２ 号炉は対象外1
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玄海Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー 【 Ｅ Ａ Ｌ 外的事象 他】 【 1 ／9 1 】9

Ａ Ｌ （ 警戒事態） ＳＥ （ 10条事象） ＧＥ （ 15条事象）

１
号
機
／
２
号
機
／
３
号
機
／
４
号
機

運搬容器か ら の 距離で放射1m
線量 以上100μ Sv/ h ※

XSE
61

XGE
61

運搬容器か ら の 距離で放射1m
線量 以上10mSv/ h ※

運搬容器か ら 放出性物質が 漏
えい すること ※

XSE
62

XGE
62

運搬容器か ら 放射性物質が 漏
えい すること ※

警 戒 本 部 ①

AL原子力規制庁よ り警戒本部設置
の 連絡

事業所外運搬での 放射線量の 上昇

事業所外運搬での 放射性物質漏え い

※ ： 本水準の 放射線量検出の 蓋然性が高い
場合には、 検出さ れたものと みなす

※ ： 本水準の放射線量検出の蓋然性が高い
場合には、 検出さ れたものと みなす

※ ： 火災・ 爆発等により 、 放射性物質が漏えい
するこ と 又は蓋然性が高い

※ ： 火災・ 爆発等に よ り 、 「 外運搬通報
省令」 第 条に定める 放射性物質の量が4
漏えいするこ と 又は蓋然性が高い

原子力事業者から の連絡は不要 注： 原子力規制委員会委員長又は
委員長代行が判断

警 戒 本 部 ②

ALオ ンサ イト総括に よる警戒本部の
設置

原子力事業者から の連絡は不要 注： 原子炉施設の重要な故障について、
原子力規制庁 オンサイ ト 総括が判断
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要求さ れる
機能

安全機器名 重要区域
Ｅ Ａ Ｌ
番号

号機3 4号機

原子炉
停止機能

制御棒制御系 原子炉ト リ ッ プ遮断器室、 セッ ト 室MG

― ― GE11

○ ○

原子炉保護系 継電器室 ○ ○

原子炉制御系 継電器室 ○ ○

非常用
炉心冷却

機能

高圧注入ポンプ 高圧注入ポンプ室

― SE21 GE21

○ ○

余熱除去ポンプ 余熱除去ポンプ室 ○ ○

格納容器
冷却機能

格納容器スプレイ ポンプ
（ 格納容器スプレイ冷却器含む）

格納容器スプレイポンプ室

― SE41 GE41

○ ○

格納容器スプレイ冷却器室 ○ ○

常設電動注入ポンプ 常設電動注入ポンプエリ ア ○ ○

２ 次系
除熱機能

電動補助給水ポンプ 電動補助給水ポンプ室

AL24 SE24 GE24

○ ○

タ ービ ン動補助給水ポンプ タ ービ ン動補助給水ポンプ室 ○ ○

停止時
除熱機能

余熱除去ポンプ
（ 余熱除去冷却器含む）

余熱除去ポンプ室

AL29 SE29 GE29

○ ○

余熱除去冷却器室 ○ ○

停止時炉心
補給機能

充てんポンプ 充てんポンプ室 ― ―

GE29

○ ○

Ｂ格納容器スプレイポンプ
（ Ｂ格納容器スプレイ 冷却器含む）

Ｂ格納容器スプレイポンプ室 ― ― ○ ○

Ｂ格納容器スプレイ冷却器室 ― ― ○ ○

常設電動注入ポンプ 常設電動注入ポンプエリ ア ― ― ○ ○

燃料取替用水タ ンク （ 燃料取替用水ピッ ト ） 燃料取替用水タ ンク エリ ア（ 燃料取替用水ピッ ト ） ― SE29 ○ ○

添付「 安全上重要な構築物、 系統又は機器一覧」 （ 玄海３ 、 ４ 号機） （ １ ／２ ）

（注）各運転モ ー ドに お い て要求される機能は 異なるた め 、運転モ ー ドに より要求されない 場合は 除く。

69



要求さ れる
機能

安全機器名 重要区域
Ｅ Ａ Ｌ
番号

3号機 号機4

交流電源
機能

ディ ーゼル発電機 ディ ーゼル発電機室

AL25
SE25
SE27

GE25
GE27

○ ○

大容量空冷式発電機 屋外（ 第３ 保管エリ ア） ○ ○

変圧器

所内変圧器 変圧器エリ ア ○ ○

予備変圧器 特別高圧開閉所 ○ ○

非常用交流母線 安全補機開閉器室 ○ ○

直流電源機能
（ 充電器）

直流電源装置 直流電源室 ― SE27 GE27 ○ ○

直流電源機能
（ 蓄電池）

蓄電池（ 安全防護系用） 蓄電池室

― SE27 GE27

○ ○

蓄電池（ 重大事故等対処用） 蓄電池室（ 重大事故等対処用） ○ ○

蓄電池（ ３ 系統目） 蓄電池室（ ３ 系統目） ○ ○

直流電源機能
可搬型直流電源設備（ 直流電源用
発電機及び可搬型直流変換器）

直流電源用発電機
： 屋外（ 第３ 、 ４ 、 ５ 保管エリ ア）

可搬型直流変換器
： 原子炉補助建屋

４ 号計算機室
制御室CRDM

― SE27 GE27 ○ ○

使用済燃料
冷却機能

使用済燃料ピッ ト ポンプ 使用済燃料ピッ ト ポンプエリ ア

AL30 SE30 GE30

○ ○

使用済燃料ピッ ト 冷却器 使用済燃料ピッ ト 冷却器室 ○ ○

使用済燃料ピッ ト

３ 号機： 燃料取扱棟

○ ○

４ 号機： 燃料取扱エリ ア

中央制御機能

中央制御室 主盤

中央制御室 AL51 SE51 GE51

○ ○

中央制御室 原子炉補助盤

○ ○

中央制御室 原子炉関連盤

中央制御室外原子炉停止盤 （ 核物質防護の観点から 非公開） AL51 SE51 GE51 ○ ○

添付「 安全上重要な構築物、 系統又は機器一覧」 （ 玄海３ 、 ４ 号機） （ ２ ／２ ）

（注）各運転モ ー ドに お い て要求される機能は 異なるた め 、運転モ ー ドに より要求されない 場合は 除く。
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平 成 ２ ９ 年 ９ 月

原子力防災グループ  

「 原子力事業者防災業務計画の確認に係る視点等について（ 規程）」（ 以下「 原子力規制庁内規」 と いう 。） の改正を 踏まえ、 通報連絡の運用を 以下のと おり 整理する 。 なお、 本運用については、 国から の
指導・ 助言や訓練実績等を 踏まえて、 必要によ り 見直し を 実施する。  

１ ． 運用の内容
（ １ ） 使用する 様式

○ Ａ Ｌ が発生し た場合は、 様式「 警戒事態該当事象発生連絡」 によ り 連絡し 、 Ｓ Ｅ ・ ＧＥ が発生し た場合は、 様式「 特定事象発生通報」 により 通報する。  
○ 発電所内においてＡ Ｌ のみが発生し ている場合の経過連絡及び応急措置の連絡は、 様式「 警戒事態該当事象発生後の経過連絡」 によ り 連絡する 。

ま た、 発電所内のいずれかの号機においてＳ Ｅ ・ ＧＥ が発生し た場合の経過連絡及び応急措置の報告は、 様式「 応急措置の概要」 により 報告する。  
（ ２ ） 様式への記載内容

○ 様式「 警戒事態該当事象発生後の経過連絡」 又は様式「 応急措置の概要」 の所定欄に記載する 事象は、 発電所で 初に発生し た警戒事態該当事象又は特定事象と する。
○ 様式「 警戒事態該当事象発生後の経過連絡」 又は様式「 応急措置の概要」 によ る経過連絡・ 報告には、警戒事態該当事象又は特定事象が発生し ている全ての号機のプ ラ ン ト 状況を 記載する（ 様式「 応

急措置の概要」 にはプラ ン ト 状況を添付する。）。  
（ ３ ） 第１ 報通報連絡以降の経過連絡・ 報告の間隔 

○ 様式「 警戒事態該当事象発生後の経過連絡」 又は様式「 応急措置の概要」 による 経過連絡・ 報告の間隔は、『 事故状況に変化があっ た場合を 含め、 事象進展に応じ た適切な間隔』 で実施する。
（ 現在の原子力事業者防災業務計画の記載は「 定期的及び事故の状況に変化があっ た場合」 である が、 事象が進展し ている 場合は、 事故対応や通報連絡に注力する必要がある ため、 原子力規制庁内
規に基づき 「 定期的」 を 「 適切な間隔」 に変更する 。）  
なお、 事象進展に応じ た適切な間隔は以下のと おり と する 。

警戒事態該当事象又は特定事象発生から 約２ 時間を 目処に経過連絡・ 報告を 実施する。 そ の後も 、 約２ 時間毎を 目処に定期的に実施する。  
ただし 、経過連絡・ 報告を行う タ イ ミ ン グにおいて事象進展等が生じ ている場合は、事故対応や通報連絡を 優先し て対応するこ と と し 、対応後、可能な限り 速やかに経過連絡・ 報告を実施する。  
ま た、 応急措置の連絡・ 報告と 経過連絡・ 報告のタ イ ミ ン グが近い場合、 応急措置の連絡・ 報告に経過連絡・ 報告を 含める こ と ができる 。 ただし 、 応急措置の連絡・ 報告の迅速性を 損なわない
範囲で適用するこ と と する 。  
連絡・ 報告の間隔は上記を基本と するが、 プ ラ ン ト 状況を 踏ま え、 必要によ り 本店即応セン タ ーと 原子力規制庁緊急時対応センタ ー（ Ｅ Ｒ Ｃ ） と 調整のう え変更する。  

２ ． 運用の例 

項目 内容＜横軸は時系列を 表す＞ 

緊急事態区分

Ａ 号機 

Ｂ 号機 

Ｃ 号機 

※ １ ： 様式の所定欄に記載する警戒事態該当事象は、 発電所で 初に発生し た警戒事態該当事象と する 。

※ ２ ： 様式の所定欄に記載する特定事象は、 発電所で 初に発生し た特定事象と する。  
※ ３ ： 応急措置の連絡・ 報告と 経過連絡・ 報告のタ イ ミ ン グが近い場合、 応急措置の連絡・ 報告に経過連絡・ 報告を含める こ と ができる 。  
※ ４ ： 同時期に複数の号機で応急措置を実施し た場合は、 ま と めて連絡・ 報告を 実施する こ と ができ る 。

＜記載範囲＞ 
① ＡＬ Ａ 号機( )

＜記載範囲＞ 
記載の優先順位

① ＳＥ Ｂ 号機( )
② ＡＬ Ａ 号機( )

プ ラ ン ト 状況の

添付

・ ＳＥ Ｂ 号機( )
・ ＡＬ Ａ 号機( )

警戒事態

警戒事態該当事象
発生後の経過連絡様式

※ １  
（ 経過連絡） 

警戒事態該当事象
発生連絡様式

（ ＡＬ ）  

応急措置の概要
（ ２ ５ 条報告様式）

※ ２  
（ 経過報告）

特定事象 
通報様式 

（ ＳＥ）  

全面緊急事態施設敷地緊急事態

＜記載範囲＞
記載の優先順位

① ＳＥ Ｂ 号機( )
② ＳＥ Ｃ 号機( )
③ ＡＬ Ａ 号機( )

プラ ン ト 状況の

添付

・ ＳＥ Ｂ 号機( )
・ ＳＥ Ｃ 号機( )
・ ＡＬ Ａ 号機( )

応急措置の概要
（ ２ ５ 条報告様式）

※ ２  
（ 経過報告） 

特定事象 
通報様式 

（ ＧＥ ）  

＜記載範囲＞ 
記載の優先順位

① ＧＥ Ｃ 号機( )
② ＳＥ Ｂ 号機( )
③ ＡＬ Ａ 号機( )

プ ラ ン ト 状況の

添付

・ ＧＥ Ｃ 号機( )
・ ＳＥ Ｂ 号機( )
・ ＡＬ Ａ 号機( )

通報連絡の運用について  

適切な間隔

特定事象 
通報様式 

（ ＳＥ）  

応急措置の概要
（ ２ ５ 条報告様式）

※ ２ 、 ４  
（ 応急措置） 

＜記載範囲＞ 
① ＡＬ Ａ 号機( )  
② ＡＬ Ｂ 号機( )  

警戒事態該当事象
発生後の経過連絡様式

※ １  
（ 経過連絡）

適切な間隔

警戒事態該当事象
発生連絡様式

（ Ａ Ｌ ）  

警戒事態該当事象
発生後の経過連絡様式

※ １ 、 ４  
（ 応急措置）

適切な間隔 適切な間隔 適切な間隔 適切な間隔 （ 継続）

応急措置の概要
（ ２ ５ 条報告様式）

※ ２  
（ 経過報告） 

※ ３  ※ ３

資料⑬
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２ ０ ２ ３ 年度 玄海原子力防災訓練 シナリ オ判断ポイ ント （ １ ／６ ） 資料⑭

シナリオ情報を含むため非開示
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２ ０ ２ ３ 年度 玄海原子力防災訓練 シナリ オ判断ポイ ント （ ２ ／６ ）

シナリオ情報を含むため非開示
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２ ０ ２ ３ 年度 玄海原子力防災訓練 シナリ オ判断ポイ ント （ ３ ／６ ）

シナリオ情報を含むため非開示

74



２ ０ ２ ３ 年度 玄海原子力防災訓練 シナリ オ判断ポイ ント （ ４ ／６ ）

シナリオ情報を含むため非開示

75



２ ０ ２ ３ 年度 玄海原子力防災訓練 シナリ オ判断ポイ ント （ ５ ／６ ）

シナリオ情報を含むため非開示
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２ ０ ２ ３ 年度 玄海原子力防災訓練 シナリ オ判断ポイ ント （ ６ ／６ ）

シナリオ情報を含むため非開示

77


